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大北の民俗芸能が集結　祭in大町・北安曇2015
　地域に伝わる神楽や太鼓、舞などの民俗芸能を集めた創作舞台「祭
in大町・北安曇2015−Again」を11月８日、文化会館で開催しました。
　このイベントは、後継者不足で継承が困難な民俗芸能を、次世代
へ伝承することを目的に、出演者、スタッフ約450人により16年ぶ
り11回目の公演となりました。
　仁科神明宮神楽保存会による「剣之舞」や切久保諏訪神社（白馬村）
の「七道の面」など33団体が出演。大町流鏑馬太鼓や松川響岳太鼓、
源流美麻太鼓などでつくる大北子ども太鼓連の演奏では、ザ・シャ
イニングのダンスも加わり、迫力のステージを披露しました。
　高橋貞夫実行委員長は公演後「スタッフがチームワーク良くここま
でやってくれた。特に若いスタッフはこれで自信を持てたのでは」と
充実の表情で話しました。

主な内容
❷　平成27年大町市表彰式
❸　年末の交通安全運動
❹　快適な冬の暮らしを　道路の除雪・排雪
❻　個人番号カードを申請できます！　マイナンバー
❽　新築した皆さんへ　固定資産税軽減の申告
�　みんなで築こう　人権の世紀
�　年末年始のご案内
�　市民スポーツ祭冬季大会
�　平成28年度大町市臨時職員募集
�　生涯学習
�　情報ステーション
�　くらしの案内板
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市
の
表
彰
式
を
、
11
月
３
日
の

「
文
化
の
日
」
に
Ｊ
Ａ
大
北
本
所

（
ア
プ
ロ
ー
ド
）で
行
な
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
人

や
善
意
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
人

な
ど
10
人
に
、
牛
越
市
長
が
表
彰

状
や
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。（
五

十
音
順
）功

労
章
・
表
彰
状

荒
澤　

靖 

さ
ん

（
平
）

　
市
議
会
議
員
と
し
て
４
期
16
年

に
わ
た
り
市
政
の
振
興
と
発
展
に

寄
与
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
う

ち
２
年
間
、
議
長
と
し
て
公
正
な

議
会
運
営
に
当
た
ら
れ
、
地
方
自

治
の
進
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

諏
訪　

義
十 
さ
ん

（
八
坂
）

　
多
年
に
わ
た
り
青
少
年
の
育
成

に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
市
八

坂
・
美
麻
山
村
留
学
推
進
協
議
会

長
と
し
て
山
村
留
学
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

竹
村　

武
人 

さ
ん　
（
大
町
）

　
市
議
会
議
員
と
し
て
３
期
12
年

に
わ
た
り
市
政
の
振
興
と
発
展
に

寄
与
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
う

ち
２
年
間
、
副
議
長
と
し
て
公
正

な
議
会
運
営
に
当
た
ら
れ
、
地
方

自
治
の
進
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
状

鎌
倉　

功
さ
ん　
　

 

（
美
麻
）

　
旧
美
麻
村
農
業
委
員
お
よ
び
市

農
業
委
員
と
し
て
４
期
12
年
に
わ

た
り
農
地
行
政
の
推
進
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

上
條　

昭
雄
さ
ん　
（
大
町
）

　
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
と
し

て
10
年
に
わ
た
り
高
齢
者
福
祉
の

振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

倉
科　

瑠
美
子
さ
ん 

（
大
町
）

　
市
選
挙
管
理
委
員
と
し
て
３
期

12
年
に
わ
た
り
公
正
な
選
挙
運
営

に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
う
ち
３
年
５

カ
月
間
、
委
員
長
と
し
て
明
る
い

選
挙
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

洞
澤　

昭
三
郎
さ
ん 

（
大
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
防
犯
活
動
に
尽

力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
市
大
町
地

区
防
犯
協
会
役
員
お
よ
び
指
導
員

と
し
て
防
犯
行
政
の
推
進
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

宮
田　

哲
二
さ
ん    

（
大
町
）

　
市
農
業
委
員
と
し
て
４
期
12
年

に
わ
た
り
農
業
振
興
に
尽
力
さ
れ
、

そ
の
う
ち
３
年
間
、
会
長
と
し
て

農
業
委
員
の
先
頭
に
立
ち
、
農
地

行
政
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

山
﨑　

義
雄
さ
ん　
（
大
町
）

　
市
農
業
委
員
と
し
て
４
期
12
年

に
わ
た
り
農
地
行
政
の
推
進
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

感
謝
状

三
溝　

昌
範
さ
ん

（
大
町
）

　
報
道
資
料
の
保
存
に
深
い
理
解

を
示
さ
れ
、
多
年
に
わ
た
り
日
本

経
済
新
聞
縮
刷
版
を
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

平成27年　大町市表彰式
地方自治や教育、農業などに貢献された皆さんを表彰
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い
よ
い
よ
師
走
に
入
り
、
こ
と
し

も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
11
月
の
神
城
断
層
地
震

で
は
、
市
内
美
麻
地
区
を
は
じ
め
、

白
馬
・
小
谷
村
で
大
き
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
地

区
で
は
、
現
在
、
復
旧
復
興
に
一
生

懸
命
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

地
区
内
の
市
道
・
林
道
な
ど
の
公

共
施
設
は
ほ
ぼ
復
旧
が
完
了
し
ま

し
た
が
、
住
宅
な
ど
に
被
害
を
受

け
、
地
区
内
の
市
民
農
園
な
ど
に

避
難
さ
れ
て
い
る
方
を
は
じ
め
、
不

自
由
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
皆
さ
ん

が
お
ら
れ
ま
す
。
一
日
も
早
く
普
段

の
生
活
に
戻
り
ま
す
こ
と
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
で
も
引
き
続
き
、
精
い
っ
ぱ
い

支
援
を
継
続
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
建
て
替
え
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
ぽ
か
ぽ
か
ラ
ン
ド
美
麻
浴
室
棟

の
復
旧
整
備
に
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
先
月
初
め
、
東
京
で
開
か
れ
た

「
ふ
る
さ
と
美
麻
会
」に
美
麻
地
区

連
合
自
治
会
の
役
員
の
皆
さ
ん

と
出
席
し
、
地
区
の
復
興
状
況

を
私
か
ら
ご
報
告
い
た
し
ま
し

た
。
故
郷
の
大
震
災
を
心
配
し

て
い
た
首
都
圏
に
お
住
ま
い
の
会

員
の
皆
さ
ん
に
も
、
徐
々
に
進
む

復
旧
に
ひ
と
安あ

ん

堵ど

し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
さ
て
、
年
の
瀬
の
風
物
詩
と

い
え
ば
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

こ
と
し
も
大
町
総
合
病
院
の
庭

に
は
、
十
日
会
と
病
院
を
守
る

会
の
皆
さ
ん
が
高
さ
25
ｍ
も
の
モ

ミ
の
木
に
、
色
鮮
や
か
な
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
飾
り
付
け
て
い
た

だ
き
、
先
ご
ろ
点
灯
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
柔
ら
か
に
と
も
っ
た

光
に
、
入
院
患
者
さ
ん
も
心
を

癒
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
市
内
で
も
、
住
宅
や
街
角
に

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
目
に
つ
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
の

皆
さ
ま
も
、
冬
に
こ
そ
澄
む
色
の

輝
き
に
、
ぜ
ひ
目
を
留
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

う
。

▽
通
学
路
・
生
活
道
路
の
安
全
確

保
と
歩
行
者
保
護
の
徹
底
。
横
断

歩
道
や
交
差
点
の
近
く
で
は
ス

ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
横
断
者
が
い

た
ら
必
ず
止
ま
り
ま
し
ょ
う
。

▽
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
で
助
か
る
命

が
あ
り
ま
す
。
後
部
座
席
を
含
め

た
す
べ
て
の
座
席
で
正
し
く
着
用

し
ま
し
ょ
う
。

―
　
◇
　
―
　
◇
　
―
　
◇
　
―

　
交
通
事
故
は
、
い
つ
、
ど
の
よ

う
な
形
で
自
分
や
家
族
に
降
り
掛

か
っ
て
く
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

普
段
か
ら
家
庭
や
職
場
、
地
域
で

交
通
安
全
を
話
題
に
し
て
、
事
故

防
止
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

通
事
故
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
。

■
運
動
の
重
点

▽
夕
暮
れ
時
と
夜
間

の
交
通
事
故
防
止
。

夕
暮
れ
か
ら
夜
間
の

時
間
帯
は
、
歩
行
者

は
夜
光
反
射
材
や
自

発
光
材
を
身
に
着
け
、

ド
ラ
イ
バ
ー
は
早
め

に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し

速
度
を
抑
え
て
走
り

ま
し
ょ
う
。

▽
飲
酒
運
転
の
根
絶
。

職
場
・
地
域
・
家
族

が
協
力
し
て
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、

さ
せ
な
い
こ
と
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
。
お
酒
を
提
供
し
た
人
や
車
を

提
供
し
た
人
、
同
乗
し
た
人
も
処

罰
の
対
象
で
す
。
注
意
し
ま
し
ょ

■
県
下
一
斉
街
頭
活
動
日
　
12
月

１
日（
火
）・
20
日（
日
）

■
運
動
の
基
本
　
子
ど
も
と
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止
。
子
ど
も
や

高
齢
者
に
思
い
や
り
を
持
ち
、
交

年
末
の
交
通
安
全
運
動

「
信
濃
路
は　
ゆ
と
り
の
笑
顔
と　
ゆ
ず
り
あ
い
」

12
月
１
～
31
日

　
平
成
27
年
、
年
末
の
交
通
安
全
運
動
が
県
下
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
年
末
は
、
夕
暮
れ
時
の
歩
行

中
や
横
断
中
の
事
故
、
交
差
点
で
の
事
故
が
増
え
る
ほ
か
、
飲
酒
機
会
の
増
加
、
積
雪
・
凍
結
に
よ
る

道
路
環
境
の
悪
化
な
ど
重
大
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
と
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
で
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
消
費
生
活
・
交
通
安
全
係
　
℡
市
内
線
４
６
３
・
４
６
４

こんにちは
牛越です
こんにちは
牛越です

【第76回】
年の瀬を迎えて

大町市長　牛越徹
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至 木崎湖

至 大町市役所

蓮華大橋雪捨て場
（蓮華大橋北詰め東側）

至 グリーンパーク

至 大町温泉郷 県道槍ヶ岳線

蓮華大橋

北アルプス
パノラマロード

運動公園
総合体育館

北アルプス
パノラマロード

運動公園
総合体育館

観音橋

高瀬川

❶

観音橋雪捨て場
（観音橋西詰め南側）

❷

旧野口駐在所

除
雪
作
業

　
児
童
・
生
徒
の
通
学
路
や
、
緊

急
車
両
の
通
行
確
保
を
最
優
先
に
、

自
治
会
代
表
者
な
ど
と
相
談
し
て

除
雪
路
線
を
定
め
、
業
者
委
託
に

よ
り
除
雪
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
除
雪
作
業
の
基
準
等

　
積
雪
が
お
お
む
ね
12
㎝
（
八
坂

地
区
10
㎝
）に
達
し
た
と
き

　
朝
方
は
、
通
勤
・
通
学
に
影
響

が
な
い
午
前
７
時
ご
ろ
ま
で
に
終

了
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
日
中
は
、
交
通
量
が
多
く
な
る

た
め
、
交
通
に
支
障
が
な
い
範
囲

で
作
業
し
ま
す
。

■
安
全
な
作
業
の
た
め
に
ル
ー
ル

を
守
り
ま
し
ょ
う

▽
路
上
駐
車
は
絶
対
に
や
め
て
く

だ
さ
い

▽
敷
地
内
の
雪
は
、
道
路
に
出
さ

な
い
で
く
だ
さ
い

　
短
時
間
で
作
業
を
終
わ
ら
せ
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
出
入
り
口
な

ど
に
集
ま
っ
た
雪
を
処
理
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
各
家
庭
の
出

入
り
口
な
ど
の
雪
は
、
道
路
脇
に

積
み
上
げ
る
な
ど
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
屋
根
雪
の
落
雪
防
止
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

　
落
雪
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
屋

根
に
落
下
防
止
の
措
置
を
取
っ
た

り
、
小
ま
め
に
雪
を
下
ろ
し
た
り

す
る
な
ど
、
落
雪
事
故
防
止
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

▽
水
路
に
は
雪
を
流
さ
な
い
で
く

だ
さ
い

　
水
路
が
詰
ま
る
原
因
に
な
り
ま

す
。
決
め
ら
れ
た
水
路（
流
雪
溝
）

以
外
に
は
、
絶
対
に
雪
を
流
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

■
道
路
除
雪
に
よ
る
雪
寄
せ
場
に

ご
協
力
を

　
機
械
に
よ
る
道
路
除
雪
に
は
雪

寄
せ
場
が
不
可
欠
で
す
。
空
き
地

や
農
地
を
雪
寄
せ
場
と
し
て
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

雪
捨
て
場

　
市
内
の
雪
捨
て
場
は
、
高
瀬
川

河
川
敷
に
２
カ
所
あ
り
ま
す
。

❶
蓮
華
大
橋
雪
捨
て
場
（
蓮
華
大

橋
北
詰
め
東
側
）

❷
観
音
橋
雪
捨
て
場
（
観
音
橋
西

詰
め
南
側
）

■
搬
入
期
間

　
降
雪
時
か
ら
３
月
末
ま
で

■
利
用
時
間

　
基
本
的
に
24
時
間
開
放

■
注
意
事
項

　
自
然
環
境
を
守
る
た
め
、
ご
み

な
ど
の
異
物
を
持
ち
込
ま
な
い
よ

う
に
十
分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
夜
間
の
利
用
は
照
明
が
な
い
た

め
危
険
で
す
。
で
き
る
だ
け
日
中

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

快
適
な
冬
の
暮
ら
し
を

道
路
の
除
雪
・
排
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
冬
の
暮
ら
し
を
安
心
し
て
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
毎
年
除

雪
体
制
を
見
直
し
、
効
果
的
な
除
雪
・
排
雪
に
努
め
て
い
ま
す
。
道
路
の
除
雪
・
排
雪
作
業
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
維
持
係
　
℡
市
内
線
６
７
８
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排
雪
作
業

　
家
屋
が
密
集
し
て
連
な
っ
て
い

る
市
街
地
で
は
、
雪
を
寄
せ
る
場

所
が
な
い
た
め
、
除
雪
機
に
よ
る

除
雪
が
で
き
ま
せ
ん
。
連
日
雪
が

降
り
続
く
と
通
行
に
支
障
を
来
た

す
こ
と
か
ら
、
状
況
に
応
じ
て
ダ

ン
プ
カ
ー
な
ど
に
雪
を
積
ん
で
排

出
す
る
作
業
を
行
い
ま
す
。

　
排
雪
作
業
は
、
あ
く
ま
で
も
緊

急
時
の
対
応
で
す
。
ま
た
、
作
業

時
は
通
行
規
制
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

流
雪
溝
の
利
用
に
当
た
っ
て

■
流
雪
溝
と
は

　
自
然
の
流
水
の
力
を
利
用
し
て
、

雪
を
流
し
て
排
雪
す
る
た
め
の
水

路
で
す
。
雪
の
置
き
場
が
な
い
市

街
地
に
２
水
路
あ
り
ま
す
。

■
利
用
時
の
注
意
点

　
流
雪
溝
を
利
用
す
る
際
は
、
転

落
に
よ
る
事
故
な
ど
を
引
き
起
こ

さ
な
い
よ
う
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
作
業
終
了
後
は
投
入
口
を

必
ず
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

　
流
雪
溝
以
外
の
水
路
へ
の
雪
の

投
入
は
、
絶
対
に
行
わ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

車
道
な
ど
の
除
雪
の

問
い
合
わ
せ
や

困
っ
た
場
合
に
は

　
道
路
の
区
分
に
よ
り
、
大
町
建

設
事
務
所
ま
た
は
市
役
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
国
道
・
県
道

大
町
建
設
事
務
所
維
持
管
理
課
維

持
係

℡
２
２
・
５
１
１
１

（
内
線
２
４
３
１
、
２
４
３
２

▽
市
道

建
設
課
維
持
係

℡
市
内
線
６
７
８

　道路にはみ出ている樹木は、
通行の妨げになるばかりでなく、
除雪作業の支障にもなります。
　安全な通行・除雪作業のため
に、道路上にはみ出ている樹木
の剪

せ ん

定
て い

をお願いします。

道路に出ている樹木の管理をお願いします
境界

歩道歩道 車道車道

境界

2.5m
4.5m

通行障害部
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マイナンバー
キャラクター
マイナちゃん

　個人番号カードの申請は２つの方法があります。通知カードに同封されている「マイナンバーのお
知らせ個人番号カード交付申請のご案内」に書かれている「郵送・インターネットでの申請」のほか、市
役所などの「窓口での申請」があります。いずれも申請すると発行元（地方公共団体情報システム機構）
で個人番号カードを作成し、その後市役所から申請された人に交付されます。交付は平成28年1月か
ら順次行いますが、カードの作成状況により交付が遅れる場合があります。あらかじめご了承ください。

１人に１つマイナンバー
個人番号カードを申請できます！

4
　個人番号カードの申請は任意ですが、通知カードと違いマイナンバーが分
かるだけでなく、顔写真入りで本人確認の身分証明書としても使えます。
　今回は個人番号カードの申請から交付までの方法をご紹介します。
■問い合わせ　市民課市民・戸籍係　℡市内線４２５・７５５

「個人番号カード」は窓口でも申請できます

■申請から受け取りまでの流れ

■注意点

▽個人番号カードの交付の受け取りは、市役所にお越しください（支所などでは交付できません）。

▽交付の際、パスワードの設定などをしていただきます。（混雑状況により時間がかかる場合があります）

■申請から受け取りまでの流れ

■申請時に窓口に持参するもの

▽通知カード
　○通知カードに同封されている個人番号カード交付申請書　○通知カードに同封されている返信用封筒

▽印鑑（ゴム印・スタンプ印は使用できません）

▽顔写真（縦4.5㎝、横3.5㎝　無帽・正面・無背景の最近６カ月以内に撮影された写真。市役所では撮影できません）

▽本人確認書類（運転免許証やパスポートなど官公署が発行した顔写真があるもの）

▽住民基本台帳カード（持っている人のみ）

■注意点
申請時に運転免許証などの顔写真入りの本人確認書類がない場合、交付は郵送ではなく市役所に受け
取りに来ていただきます。

申請方法１　郵送・インターネットでの申請

申請方法２　窓口での申請

申請者

申請者

発行元

発行元

①申請（郵送・インターネット）

③交付の通知

①申請のため窓口へ

④個人番号カード郵送

④個人番号カードを
　受け取りに窓口へ

②個人番号カード作成

②依頼

③個人番号カード作成

※申請は八坂支所・美麻支所でも可能。

地方公共団体
情報システム機構

地方公共団体
情報システム機構
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　マイナンバーをお知らせする「通知カード」を世帯ごと簡易書留で11月に発送しました。まだ受
け取っていない人（世帯）は、市民課市民・戸籍係までお問い合わせください。10月以降に、住所
を異動した人は、通知が遅れる場合があります。
　受け取った通知カードの住所や氏名の記載に誤りがある場合は、通知カードをお持ちの上、市民
課市民・戸籍係へお越しください。

お手元に「通知カード」は届いていますか？

■制度についてのお問い合わせは

▽マイナンバー総合フリーダイヤル　℡０１２０－９５－０１７８

▽外国語対応（英語・中国語・韓国語・スペイン語・ポルトガル語）フリーダイヤル
　○マイナンバー制度に関すること　℡０１２０−０１７８−２６
　○「通知カード」「個人番号カード」に関すること　℡０１２０−０１７８−２７
（平日午前９時30分～午後10時、土・日曜日、祝日午前９時30分～午後５時30分　※年末年始を除く）

■
申
請
期
限
　
28
年
３
月
７
日（
月
）

■
申
請
方
法

▽
利
用
後
に
、
協
議
会
事
務
局
に

あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
人
数
分
の
搭
乗
券
の
半
券

を
添
付
し
て
、
直
接
、
協
議
会
事

務
局
へ
。
印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→（
中
央
下
段
の
）

お
す
す
め
か
ら
さ
が
す
→
観
光
→

「
松
空
助
成
金
」

■
注
意
事
項

　
旅
行
の
キ
ャ
ン
セ
ル
や
欠
航
な

ど
の
場
合
は
助
成
の
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

■
対
象
と
な
る
搭
乗
期
間
　
平
成

28
年
２
月
29
日（
月
）ま
で

■
対
象
人
数
　
先
着
９
２
４
人

■
助
成
要
件
　
次
の
全
て
を
満
た

す
こ
と

▽
信
州
ま
つ
も
と
空
港
発
着
便
を

往
復
で
利
用
す
る
こ
と

▽
個
人
券
で
あ
る
こ
と
（
団
体
券

は
対
象
外
）

▽
協
議
会
加
盟
市
町
村
に
お
住
ま

い
か
、
通
勤
ま
た
は
通
学
す
る
人

▽
前
項
に
該
当
す
る
人
が
２
人
以

上
い
る
グ
ル
ー
プ
な
ど（
た
だ
し
、

有
償
旅
客
者
に
限
る
）

■
助
成
金
額
　
２
人
以
上
の
利
用
で
、

各
便
１
人
当
た
り
往
復
５
０
０
０
円

信
州
ま
つ
も
と
空
港
か
ら

　
冬
の
旅
に
出
掛
け
よ
う
！

平
成
27
年
度
信
州
ま
つ
も
と
空
港

冬
期
利
用
促
進
助
成
金

　
大
町
市
が
加
盟
す
る
「
信
州
ま
つ
も
と
空
港
地
元
利
用
促
進
協
議

会
」
で
は
、
冬
期
の
さ
ら
な
る
空
港
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
期
間

内
に
２
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
信
州
ま
つ
も
と
空
港
を
往
復
利

用
し
た
人
に
、
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。
信
州
ま
つ
も
と
空
港
を
利

用
し
て
、
冬
の
札
幌
・
福
岡
の
旅
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
信
州
ま
つ
も
と
空
港
地
元
利
用
促
進
協
議
会
事

務
局（
観
光
課
庶
務
管
理
係
内
）　
℡
市
内
線
５
６
２

全路線
往　復

の助成が交付されます。

２名以上で（１人あたり）

期間中に信州まつもと空港を
往復ご利用の方

5,000円5,000円
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軽
減
の
対
象
に
な
る

新
築
住
宅
は
？

　
次
の
要
件
を
満
た
す
住
宅
は
、

新
築
後
３
年
間
（
３
階
建
て
以
上

の
中
高
層
耐
火
住
宅
な
ど
は
５
年

間
）、
固
定
資
産
税
の
軽
減
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、「
長
期
優
良
住
宅
」
は
、

新
築
後
５
年
間
（
３
階
建
て
以
上

の
中
高
層
耐
火
住
宅
な
ど
は
７
年

間
）の
軽
減
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
長
期
優
良
住
宅
と
は
、
長
期
に

わ
た
り
良
好
な
状
態
で
使
用
す
る

た
め
の
措
置
が
、
構
造
お
よ
び
設

備
に
取
ら
れ
て
い
る
優
良
な
住
宅

の
こ
と
で
す
。「
長
期
優
良
住
宅

建
築
等
計
画
」
を
作
成
し
認
定
を

受
け
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
税

制
上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

固
定
資
産
税
関
係
の

届
け
出
を

お
願
い
し
ま
す

■
固
定
資
産
の
所
有
者
が
亡
く

な
っ
た
場
合

　
固
定
資
産
の
所
有
者
が
亡
く

な
り
相
続
登
記
を
し
て
い
な
い

場
合
、
相
続
人
代
表
者
の
届
け

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

→
相
続
人
代
表
者
指
定（
変
更
）届

■
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
が
変

更
に
な
っ
た
場
合

　
売
買
・
相
続
な
ど
に
よ
り
、

未
登
記
の
住
宅
や
物
置
等
の
所

有
者
が
変
わ
っ
た
場
合
、
届
け

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

→
未
登
記
家
屋
所
有
者
変
更
届

出
書

■
住
所
や
氏
名
が
変
更
に
な
っ

た
場
合

　
市
外
に
居
住
し
大
町
市
に
固

定
資
産
が
あ
る
人
で
、
住
所
や

氏
名
が
変
わ
っ
た
場
合
、
届
け

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

→
住
所
地
・
送
付
先
変
更
届

■
対
象

▽
専
用
住
宅
　
床
面
積
が
50
㎡
以

上
（
ア
パ
ー
ト
は
１
世
帯
に
つ
き

40
㎡
以
上
）２
８
０
㎡
以
下

▽
併
用
住
宅
　
居
住
部
分
が
総
床

面
積
の
２
分
の
１
以
上
で
、
そ
の

部
分
が
50
㎡
以
上
２
８
０
㎡
以
下

■
軽
減
内
容

▽
居
住
部
分
の
床
面
積
が
１
２
０

㎡
ま
で
の
住
宅
　
税
額
が
２
分
の
１

▽
居
住
部
分
の
床
面
積
が
１
２
０

㎡
を
超
え
る
住
宅
　
１
２
０
㎡
に

相
当
す
る
部
分
の
税
額
が
２
分
の
１

住
宅
用
地
の
軽
減
を

受
け
る
に
は
？

　
新
た
に
住
宅
の
敷
地
と
し
て
土

地
の
使
用
を
始
め
た
と
き
に
、
申

告
が
必
要
で
す
。

■
対
象

▽
専
用
住
宅
の
敷
地
用
の
土
地
　

土
地
の
全
部
が
対
象

▽
併
用
住
宅
の
敷
地
用
の
土
地

〇
居
住
部
分
が
４
分
の
１
以
上
２

分
の
１
未
満
の
場
合
は
、
敷
地
面

積
の
半
分
が
対
象

〇
居
住
部
分
が
２
分
の
１
以
上
の

場
合
は
、
敷
地
全
部
が
対
象

■
軽
減
内
容

　
税
額
を
算
出
す
る
基
と
な
る
額

（
課
税
標
準
額
）が
、
２
０
０
㎡
ま

で
は
６
分
の
１
に
、
２
０
０
㎡
を

超
え
る
部
分
は
３
分
の
１
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
敷
地
が
広
い
場

合
は
、
家
屋
の
居
住
部
分
の
床
面

積
に
対
し
て
10
倍
が
限
度
で
す
。

 

固
定
資
産
税
軽
減
の
申
告
は

お
済
み
で
す
か
？

住
宅
の
新
築
な
ど
を
し
た
皆
さ
ん

　
平
成
27
年
中
に
住
宅
を
新
築
し
た
場
合
や
土
地
を
住
宅
の
敷
地
と
し
て
使
い
始
め
た
と
き
は
、

申
告
書
の
提
出
に
よ
り
、
28
年
度
分
の
固
定
資
産
税
か
ら
軽
減
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
告
書
を
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
人
、
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
資
産
税
係
　
℡
市
内
線
４
４
１
・
４
４
２
・
４
４
７

ほ
か
に
軽
減
が
受
け
ら
れ
る

の
は
ど
ん
な
場
合
？

▽
敷
地
内
に
住
宅
を
複
数
戸
建
設

し
た
場
合
、
そ
の
敷
地
に
対
し
て

戸
数
に
応
じ
た
軽
減
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
住
宅
要
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▽
別
荘
の
敷
地
は
、
基
本
的
に
非

住
宅
用
地
と
し
て
軽
減
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
が
、
居
住
用
と
し
て

使
用
を
開
始
し
た
場
合
や
、
利
用

頻
度
が
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場

合
に
軽
減
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
該
当
要
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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固
定
資
産
税
の
賦
課
期
日
は
、

毎
年
１
月
１
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
中
に
、
住
宅
や
車
庫

な
ど
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る

家
屋
を
一
部
分
で
も
取
り
壊
し
た

場
合
は
、「
家
屋
滅
失
届
出
書
」を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
滅
失
届
出
書
の
提
出
後
、
職
員

が
現
地
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

課
税
登
録
を
抹
消
し
ま
す
。

　
届
け
出
が
な
い
と
、
28
年
度
以

降
も
引
き
続
き
課
税
対
象
に
な
っ

て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法

　
税
務
課
資
産
税
係
、
八
坂
・

美
麻
支
所
に
あ
る
「
家
屋
滅
失
届

出
書
」に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
滅
失
届
出
書
な
ど
固
定
資
産
税

関
係
の
各
種
様
式
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

　
会
社
や
個
人
事
業
主
で
、
工
場

や
商
店
の
経
営
、
農
業
、
駐
車
場
・

ア
パ
ー
ト
の
貸
し
付
け
な
ど
、
市

内
に
土
地
や
家
屋
以
外
の
事
業
用

の
償
却
資
産
（
ほ
か
の
事
業
者
に

貸
し
付
け
て
い
る
も
の
も
含
む
）

を
所
有
す
る
場
合
は
、
地
方
税
法

に
基
づ
き
申
告
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
申
告
用
紙
は
、
12
月
上
旬
に
送

付
し
ま
す
。
新
規
に
事
業
を
始
め

た
場
合
や
申
告
用
紙
が
届
か
な
い

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
会
計

事
務
所
に
経
理
を
依
頼
し
て
い
る

場
合
は
、
会
計
事
務
所
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
申
告
期
限
は
、
平
成
28
年
２
月

１
日（
月
）ま
で
で
す
。
期
限
間
近

は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
提
出
は
、

お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
ｅエ

ル

タ

ッ

ク

ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
ご
利
用
を

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
エ
ル
タ
ッ

ク
ス
（
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ

■
各
種
様
式
の
入
手
方
法

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
目
的
で
さ
が
す

→
「
手
続
き
・
証
明
」
→
「
税
金
・

市
の
債
権
」→
固
定
資
産
税
→「
固

定
資
産
税
に
関
す
る
届
出
」

■
入
手
で
き
る
様
式

▽
家
屋
滅
失
届
出
書

▽
相
続
人
代
表
者
指
定（
変
更
）届

▽
未
登
記
家
屋
所
有
者
変
更
届

▽
住
宅
用
地
適
用（
異
動
）申
告
書

▽
住
所
地
・
送
付
先
変
更
届

▽
納
税
管
理
人（
変
更
）承
認
申
請
書

▽
納
税
代
理
人
申
告
書

■
問
い
合
わ
せ

税
務
課
資
産
税
係

℡
市

内
線
４
４
１
・
４
４
２
・

４
４
７

家
屋
を

取
り
壊
し
た
ら

滅
失
届
の
提
出
を

償
却
資
産
の
申
告
は
お
早
め
に

ム
）
を
利
用
す
る
と
、
自
宅

や
職
場
か
ら
で
も
簡
単
に
電

子
申
告
が
で
き
ま
す
。

　
利
用
す
る
た
め
に
は
、
事

前
の
手
続
き
や
準
備
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
エ
ル
タ
ッ

ク
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.eltax.jp

/

■
問
い
合
わ
せ

▽
償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

税
務
課
資
産
税
係

℡
市
内
線
４
４
１
・
４
４
２
・

４
４
７

▽
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

℡
０
５
７
０
・
０
８
１
４
５
９

受
付
時
間
　
午
前
９
時
～
午

後
５
時（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

【広告】
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強
調
事
項

▽
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

▽
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

▽
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
よ
う

▽
障
が
い
の
あ
る
人
の
自
立
と
社

会
参
加
を
進
め
よ
う

▽
同
和
問
題
に
関
す
る
偏
見
や
差

別
を
な
く
そ
う

▽
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

を
深
め
よ
う

▽
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

▽
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
等
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を

な
く
そ
う

▽
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

北
朝
鮮
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
に
対
す
る

認
識
を
深
め
よ
う

　
平
成
18
年
６
月
に
「
拉
致
問
題

そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法

律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
北
朝

鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に

関
す
る
国
民
の
認
識
を
深
め
る
と

と
も
に
、
国
際
社
会
と
連
携
し
て

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
の
実
態
を
解
明
し
、
そ
の
抑
止

を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
こ
の
問
題
の
関
心
と
理
解
を
深

め
る
た
め
に
、
毎
年
12
月
10
～
16

日
を
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓

発
週
間
」と
し
て
い
ま
す
。

　
国
民
的
課
題
で
あ
る
拉
致
問
題

の
解
決
を
は
じ
め
と
す
る
北
朝
鮮

当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の

対
処
が
、
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取

り
組
む
べ
き
課
題
と
さ
れ
る
中
、

こ
の
問
題
へ
の
関
心
と
認
識
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

▽
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問

題
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.rach

i.go
.jp

/

■
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
男
女
共
同
参
画
・

人
権
政
策
担
当

℡
市
内
線
５
２
５

▽
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

権
に
配
慮
し
よ
う

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
を
な
く
そ
う

▽
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

▽
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
や

差
別
を
な
く
そ
う

▽
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
偏
見

や
差
別
を
な
く
そ
う

▽
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る

偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

▽
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

▽
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
偏

見
や
差
別
を
な
く
そ
う

「
人
権
相
談
所
」を
開
設

　
夫
婦
、親
子
、
扶
養
、
相
続
、
売

買
、
金
銭
貸
借
、
高
齢
者
、
女
性
、

い
じ
め
、
体
罰
、
交
通
事
故
な
ど

の
身
近
な
問
題
で
お
困
り
の
人
は
、

お
気
軽
に
近
く
の
相
談
所
に
お
出

掛
け
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
、
申
し
込
み
不
要
で
無

料
で
す
。
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
12
月
14
日（
月
）　
午
前

９
時
～
正
午

■
会
場

▽
大
町
地
区
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
八
坂
地
区
　
大
町
市
八
坂
支
所

▽
美
麻
地
区
　
大
町
市
美
麻
支
所

■
相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ

長
野
地
方
法
務
局
大
町
支
局

℡
２
２
・
０
３
７
９

―

◇

―

◇

―

◇

―

　
相
談
日
以
外
で
も
、
人
権
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相

談
先
は
次
の
と
お
り
。

▽
人
権
相
談
全
般

長
野
地
方
法
務
局
大
町
支
局

℡
２
２
・
０
３
７
９

▽
学
校
で
の
児
童
・
生
徒
の
い
じ

め
や
先
生
か
ら
の
体
罰

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

℡
０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０

▽
女
性
の
人
権

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

℡
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

み
ん
な
で
築
こ
う  

人
権
の
世
紀

～ 

考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち
　
育
て
よ
う
　
思
い
や
り
の
心 

～

12
月
４
～
10
日
は
「
第
67
回
人
権
週
間
」

　
人
権
と
は
、
誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
の
権
利
で
あ
り
、
人
類
が
歴
史
の
中
で
築

い
て
き
た
財
産
で
す
。
国
際
連
合
会
で
は
、「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ま
し
た
。
日
本
で
は
、

こ
の
人
権
デ
ー
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
を「
人
権
週
間
」と
し
て
、
全
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
、
国
際
的
な
人
権
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
世
界
人
権
宣
言

の
意
義
や
人
権
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
全
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　
市
で
も
、
人
権
へ
の
理
解
を
い
っ
そ
う
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
人
権
擁
護
委
員
を
中
心
と
し
た
街
頭
啓
発
の
実
施
や
、
保
育
園
・
幼

稚
園
児
を
対
象
に
人
権
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
企
画
財
政
課
男
女
共
同
参
画
・
人
権
政
策
担
当
　
℡
市
内
線
５
２
５
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【年末年始の業務・施設】
業務

月日
燃えるごみ
収 集

金 属 ご み
収 集

資 源 物
収 集

環境プラント
（持ち込み）

グ リ ー ン
パ ー ク

し尿・雑排水
収 集

北アルプス
広域葬祭場

12月27日（日） 休　み 市役所前ステーション ９時〜11時 休　み 休　み
12月28日（月） 平・常盤・社・八坂地区 通常営業 通常営業 通常営業 通常営業

12月29日（火） 大町・美麻地区

12月30日（水）

12月31日（木）

１月 １日（金） 休　み 休　み 休　み 休　み 休　み 休　み 休　み
１月 ２日（土） ※火葬予約は

受け付けます
（動物を除く。）１月 ３日（日） ※１月４日（月）も休み

【年始の休日緊急当番医・薬局】 　年末分は、30 ページに記載してあります。変更する場
合があります。事前に確認の上、受診・来店してください。

■内科（市内）・外科（大北一円）＜ 9：00～17：00＞
月　日 内　　科 外　　科

１月 １日（金） 伊東医院（大黒町） ℡ 22－0077 大町総合病院（高見町） ℡ 22－0415

１月 ２日（土） 柿下クリニック（清水） ℡ 21－1230 栗林医院（上仲町） ℡ 22－0305

１月 ３日（日） 遠藤内科医院（神栄町） ℡ 22－0031 西森整形外科（松川村） ℡ 61－1700

■歯科（大北一円）＜９：00～12：00＞
１月 １日（金） オクハラデンタルクリニック（仁科町） ℡ 23－0500

１月 ２日（土） いいざわ歯科医院（俵町） ℡ 23－7050

１月 ３日（日） 小谷歯科医院（小谷村） ℡ 82－2762

■薬局（市内）＜９：00～17：30＞
１月 １日（金） れんげ薬局（高見町） ℡ 22－0125

１月 ２日（土） れんげ薬局（高見町） ℡ 22－0125

１月 ３日（日） 林薬局（仁科町） ℡ 22－0151

【年末年始の水道工事当番事業者】
　市では、年末年始の水道工事・修理を、大町市水道事業協同組合に依頼しています。期間中の宅内水道管の凍結や破裂などの修理依
頼は、次の当番事業者にお問い合わせください。12月28日（月）までと1月4日（月）以降の営業は、各業者に直接お問い合わせください。

月　日 当　番　事　業　者

12月29日（火） 日特工業㈱ ℡ 22－5266 ㈲岡村設備工業 ℡ 22－4885 

12月30日（水） ㈱黒部電業舎 ℡ 22－7771 ㈲南原電気工業 ℡ 22－0772

12月31日（木） 中部精器㈲ ℡ 22－2213 ㈱長澤設備工業 ℡ 22－1466

１月 １日（金） ㈱ピュアハウス ℡ 26－1120 信光実業㈱大町支店 ℡ 22－2848

１月 ２日（土） ㈱ジーシーアイ ℡ 22－3145 ㈲大信建設 ℡ 23－2838

１月 ３日（日） ㈱鹿島総設 ℡ 23－3698 ㈱信濃美植 ℡ 23－6400

水道工事は大町市指定給水装置工事事業者（指定工事事業者）で施工してください

▽給水装置の工事は、大町市の指定工事事業者以外ではできません。

▽漏水修理を指定工事事業者以外で施工した場合は、水道料金の減免ができませんので、ご注意ください。

▽指定給水装置工事事業者一覧は、市ホームページで確認できます。
　トップページ→「市民の方へ」→くらし→「水道・下水道・浄化槽」→水道→「指定給水装置工事事業者一覧」

年末年始のご案内 　年末年始の業務・施設などの
休みや休日緊急当番医などは、
次のカレンダーのとおりです。
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市
民
ス
ケ
ー
ト
大
会

■
日
時
　
28
年
１
月
31
日（
日
）

▽
開
会
式
　
午
前
８
時

▽
受
け
付
け
　
午
前
７
時
30
分
～

▽
試
走
　
午
前
８
時
15
分
～

▽
競
技
開
始
　
午
前
８
時
45
分

※
予
備
日
　
28
年
２
月
６
日（
土
）

▽
開
会
式
　
午
後
５
時

▽
受
け
付
け
　
午
後
４
時
30
分
～

▽
試
走
　
午
後
５
時
15
分
～

▽
競
技
開
始
　
午
後
５
時
45
分

　
当
日
の
気
象
状
況
な
ど
に
よ
り
、

試
走
を
省
略
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

■
会
場
　
西
公
園
ス
ケ
ー
ト
場

■
参
加
資
格
　
市
民
お
よ
び
オ
ー

プ
ン
参
加
の
市
外
の
人

■
種
目
　
50
～
１
０
０
０
ｍ
（
男

女
別
、
年
齢
別
）、
２
０
０
０
ｍ

リ
レ
ー

※
エ
ン
ト
リ
ー
は
、
１
選
手
２
種

目
以
内（
リ
レ
ー
は
除
く
）

■
申
込
締
切
日
　
28
年
１
月
22
日

（
金
）

市
民
ス
キ
ー
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
大
会

■
日
時
　
28
年
２
月
21
日（
日
）

▽
開
会
式
　
午
前
９
時

▽
受
け
付
け
　
午
前
８
時
～

▽
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
　
午

前
８
時
30
分
～

▽
競
技
開
始
　
午
前
９
時
40

分　
当
日
の
気
象
状
況
な
ど
に

よ
り
、
競
技
開
始
を
早
め
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
会
場
　
鹿
島
槍
ス
キ
ー
場

■
参
加
資
格
　
市
民
お
よ

び
市
内
に
あ
る
ジ
ュ
ニ
ア
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
員

■
種
目

▽
ス
キ
ー
　
大
回
転
（
男
女

別
、
年
齢
別
）

▽
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
　
大
回
転

■問い合わせ

総合体育館

℡・有線２２―８８５５1月31日（日）、2月21日（日）
平成 28年

（
男
女
別
、
年
齢
別
）

■
申
込
締
切
日
　
28
年
２
月
５
日

（
金
）

共
通
事
項

■
申
し
込
み

▽
自
治
会
加
入
者
は
、
各
体
育
部

長
へ
申
し
込
む
か
、
体
育
部
長
の

確
認
を
得
て
、
直
接
、
総
合
体
育

館
へ
。

▽
自
治
会
加
入
者
以
外
（
オ
ー
プ

ン
参
加
）
の
人
は
、
直
接
、
総
合

体
育
館
へ
。

※
年
齢
は
、
27
年
４
月
１
日
現
在

の
満
年
齢
を
適
用
し
ま
す
。
大
会

の
開
催
要
項
や
申
込
用
紙
は
、
総

合
体
育
館
に
あ
り
ま
す
。

■
注
意
事
項

▽
各
自
で
ス
ポ
ー
ツ
保
険
に
加
入

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
開
会
式
に
必
ず
出
席
し
て
く
だ

さ
い
。

■
そ
の
他
　
今
回
の
「
広
報
お
お

ま
ち
」
と
一
緒
に
、
大
会
の
開
催

要
項
お
よ
び
種
目
別
実
施
細
目
を

回
覧
し
ま
す
。

　みんなで参加しよう！

市民スポーツ祭 冬季大会
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催 し
劇団四季ファミリーミュージカル

「むかしむかしゾウがきた」
　新聞もテレビもない時代に唐

から

の国からやってきた一頭のゾウ九
く

郎
ろう

衛
え

門
もん

。その時代に生きた人々と九郎衛門

との心のふれあいから、「命の大切さ」「無償の愛」「助け合う心」など大切なものを教えてくれるミュージカル

です。あたたかなストーリー、歌舞伎を思わせる純和風の装置、人形浄瑠璃、忍者の殺陣、衣装も必見です。

■日　　時　平成28年３月20日（日）

▽開演　午後３時　 ▽開場　午後２時30分

■会　　場　文化会館　大ホール

■チケット　全席指定席　大人4,000円、高校生以下3,000円、

市内中学生以下1,500円

※割引券を市内小中学校に配布します。チケット

のお求めは文化会館または塩原書店へ。

■チケット発売日　12月12日（土）

　【窓口販売】　文化会館、塩原書店デリシア大町駅前店、平安堂あづみ野店（安曇野市）

　※文化会館は午前10時～、他プレイガイドは開店時間～

　【インターネット販売】　オフィス・マユ　http://office-mayu.net/

　劇団四季の予約サービス　http://www.shiki.jp/tickets/

　イベントナガノ　http://www.event-nagano.net/

　【電話予約】　文化会館　℡・有線22－9988（午後１時〜）

　オフィス・マユ　℡026－226－1001

　劇団四季予約センター　℡0120－489444

　ローソンチケット　℡0570－084－003 ( Lコード 39627)

　チケットぴあ　℡0570－02－9999 ( Pコード447－994 )

■問い合わせ　文化会館　℡・有線２２－９９８８

大町市少年少女合唱団定期演奏会
　大町市少年少

女合唱団では、定

期演奏会を開催

します。今回は、

童謡やテレビ番

組でおなじみのド

ラマの主題歌など、

皆さんが口ずさめる曲をたくさん用意しました。入場無

料です。大勢の皆さんの、ご来場をお待ちしています。

■日時　12月20日（日）

　 　 　 　 ▽開演　午後２時　 ▽開場　午後１時30分

■会場　文化会館　大ホール

■問い合わせ　文化会館　℡・有線２２－９９８８

団員募集！
　ぼくたち、わたしたち大町市少年少女合唱

団は、一緒に歌う仲間を募集しています。

　春の長野県合唱祭をはじめ、夏のお泊り合

宿、冬には定期演奏会やクリスマス会、新年

会など楽しいイベントがたくさんです！　仲

間と一緒に楽しく歌いませんか。

■対象　園児～高校３年生

■練習日時　毎週土曜日　午後４時～６時　

■会場　文化会館　２階　練習室３

■費用

▽入団金2,000円

▽団費3,000円／月　※制服積立金含む

■申し込み　電話または直接、文化会館へ。

撮影者：阿部章仁
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市
職
員
の
給
与
な
ど
の
状
況

　
市
の
人
事
行
政
運
営
等
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を

い
た
だ
く
た
め
、
職
員
の
給
与
や
職
員
数
な
ど
を
公
表
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
庶
務
課
職
員
係
　
℡
市
内
線
５
１
３

■人件費（平成26年度一般会計決算）

歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率
（Ｂ／Ａ）

25年度の
人件費率

161億5728万6千円 7億6596万7千円 27億9124万2千円 17.3％ 15.9％

※人件費には、市長、副市長および市議会議員などの特別職の給料、報酬、手当な
どを含んでいます。

■職員給与費（平成27年度一般会計予算）

職員数
（Ａ）

給　　与　　費 1人当たり
給与費

（Ｂ／Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

319人 12億6363万円 1億9696万8千円 4億7912万1千円 19億3971万9千円 608万1千円

※給与費は当初予算に計上された額ですが、共済費、退職手当は含みません。

■平均給料月額および平均年齢（一般行政職）
（平成27年４月１日現在）

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

大町市 44.0歳 332,486円 396,286円

国 43.5歳 334,283円 408,996円

※一般行政職とは、全職員から税務職、医療職、技能労務職などを除いた職員です。

■初任給（一般行政職）
（平成27年４月１日現在）

区　分 大町市 国

大学卒 174,200円 174,200円

高校卒 142,100円 142,100円

■職員手当
区　分 内　　　容

期末手当
勤勉手当

(26年度支給割合)

期末手当  　　勤勉手当
　６月期　　1.225月分　　0.675月分
　12月期　　1.375月分　　0.875月分

計　　2.600月分　　1.550月分

※職制上の段階、職務の級などによる加算
措置あり（５～15％）

退職手当

（26年度支給率）

自己都合   　勧奨・定年
勤続20年　　 21.62月　　27.025月
勤続25年　　 30.82月　　36.570月
勤続35年　　 43.70月　　52.440月
最高限度額　  52.44月　　52.440月

※上記のほかに、役職の貢献度に応じた
調整額が加算支給されます。

※１人当たり平均額　　787万8千円

■特別職の報酬など
区　　分 給料月額等 区　　分 給料月額等

給　料
市　長 801,000 円

期末手当

市　長
副市長
議　長
副議長
議　員

（26年度支給割合）

６月期　1.40月分
12月期　1.70月分

計      3.10月分 

※40％の加算あり

副市長 662,000 円

報　酬

議　長 374,000 円

副議長 313,000 円

議　員 296,000 円

特殊勤務
手当
26年度

区　分 全　職　種

職員全体に占める
手当支給職員の割合 29.4％

支給対象職員１人
当たり平均支給年額 23,900円

手当の種類 ９

代表的な手当の名称 医師職務、税務、福祉
現業

※病院職員を含む

時間外
勤務手当

26年度
支給総額 9646万8千円

職員１人当たり年額 30万8千円

25年度
支給総額 6653万3千円

職員1人当たり年額 22万円

扶養手当 扶養親族のいる職員に支給

住居手当 借家または借間に居住し、一定額を超え
る家賃などを支払っている職員に支給

通勤手当 通勤のため交通機関などを利用し、運賃
等を負担している職員に支給
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■一般行政職の級別職員数　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （平成27年４月１日現在）

区　分 １　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級 ６　級 ７　級

標準的な
職務の内容

主事補、主事
技師補、技師

主　事
技　師

係　長
企画員
主　任

課長補佐
係長、企画員

主　査

課　長
課長補佐 課　長 部　長

参　事

職員数 22 11 67 52 31 19 6

構成比(％) 10.6 5.3 32.2 25.0 14.9 9.1 2.9

■ラスパイレス指数の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （各年４月１日現在）

区　分 24年 25年 26年
参考値 参考値

大町市 105.0 97.0 103.8 95.9 95.9

県内の市平均 106.0 98.0 105.9 97.9 97.7

全国の市平均 106.9 98.8 106.6 98.5 98.6

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100 とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。
※「参考値」は、国家公務員の時限的な（２年間）給与改定特例法による措置がないとした場合の値です。

■定員の状況（部門別職員数）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （各年４月１日現在）

区　　分 職　員　数 対前年度増減

部　　門 25年 26年 27年 25年 26年 27年 27年の主な増減理由

一般行政
部門

議会・総務 85 86 86 1

税　務 23 23 24 1 業務増による増員

福　祉 79 79 78 △1 △1 業務の見直しによる減員

衛　生 24 24 24

経　済 29 31 30 △1 2 △1 業務の見直しによる減員

土　木 19 19 19

小　計 259 262 261 △2 3 △1

特別行政
部門

教　育 42 41 41 △3 △1

小　計 42 41 41 △3 △1

普通会計計 301 303 302 △5 2 △1

公営企業等
会計部門

病　院 256 276 284 6 20 8 業務体制強化による増員

水　道 17 16 16 △1

下水道 11 8 7 △3 △1 業務の見直しによる減員

その他 11 11 11 1

小　計 295 311 318 7 16 7

合　　計 596 614 620 2 18 6

※職員数は、一般職に属する職員で、臨時または非常勤の職員を除いています。

■職員の分限と懲戒処分の状況（平成26年度）

分　限　処　分　者 懲　戒　処　分　者

免職 休職 降任 小計 免職 停職 減給 戒告 小計

0 3 0 3 0 1 0 0 1

▽分限処分：職員がその職責を十分に果たすことができない場合に行われる処分で、公務能率の維持が目的です。

▽懲戒処分：職員の一定の義務違反に対する道義的責任を問うための処分で、公務での規律と秩序の維持が目的です。



広報おおまち　2015.12 16

T O P I C S

と ★き ★め ★き

マイ・シティー
　
来
年
４
月
に
大
町
高
校
と
統
合
す
る
大
町

北
高
校
で
10
月
24
日
、
閉
校
記
念
式
典
が
開

か
れ
、
在
校
生
や
教
職
員
、
同
窓
生
な
ど
約

５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
明
治
45
年
大
町
実
科
高
等
女
学
校
と
し

て
開
校
し
、
昭
和
23
年
大
町
北
高
等
学
校

に
、
昭
和
49
年
男
女
共
学
と
な
り
ま
し
た
。

１
万
６
０
０
０
人
余
り
の
卒
業
生
を
送
り
出

し
、
こ
と
し
創
立
１
０
３
年
に
な
り
ま
す
。

　
式
典
で
は
、
主
催
者
で
同
窓
会
長
の
丸
山

美
栄
子
さ
ん
が
「
掛
け
替
え
の
な
い
生
き
方

を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
た
学
校
の
歴
史
と
伝
統

は
、
と
わ
に
語
り
継
が
れ
る
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　
生
徒
会
企
画
の
Ｖ
Ｔ
Ｒ
が
上
映
さ
れ
、
開

校
か
ら
の
歴
史
や
部
活

動
の
活
躍
、
昭
和
60
年

か
ら
31
年
間
続
く「
ア
ジ

ア
・
ア
フ
リ
カ
難
民
支

援
運
動
」な
ど
こ
れ
ま
で

の
活
動
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
ス
テ
ー
ジ
上
の

生
徒
会
執
行
部
と
全
校

生
徒
に
よ
る
生
徒
会
歌

合
唱
で
は
、
最
後
に「
大

町
北
高
校
は
い
つ
ま
で

も
私
た
ち
の
誇
り
で
す
」

と
学
校
へ
の
感
謝
を
伝

え
ま
し
た
。

　
市
上
下
水
道
事
業
経
営
審
議
会（
松
田
邦
正
会
長
）は
10
月

29
日
、
牛
越
市
長
に
平
成
28
～
30
年
度
の
公
共
下
水
道
と
農

業
集
落
排
水
施
設
の
使
用
料
は
値
上
げ
の
改
定
を
行
な
わ
な

い
と
す
る
答
申
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
同
審
議
会
は
７
月
24
日
に
諮
問
を
受
け
、
３
回
の
審
議
を

経
て
答
申
内
容
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
松
田
会
長
は
「
平
成
28
～
30
年
度
ま
で
の
公
共
下
水
道
事

業
会
計
の
推
計
額
で
黒
字
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
、
平
成
29
年

４
月
に
予
定
さ
れ
る
消
費
税
10
％
へ
の
増
税
に
よ
る
市
民
の

負
担
増
を
考
慮
し
据
え
置
き
と
し
た
」
と
話
し
、
公
営
企
業

と
し
て
健
全
な
経
営
の
継
続
、
水
洗
化
促
進
へ
の
取
り
組
み
、

３
年
に
１
度
の
収
支
計
画
や
一
般
会
計
繰
入
金
の
評
価
・
点

　
爽
や
か
な
秋

空
の
下
、
第
33

回
常
盤
少
年
駅

伝
競
走
大
会
が

11
月
３
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
常
盤
地
区
子

ど
も
会
育
成
協

議
会
と
常
盤

公
民
館
が
開
い

た
大
会
は
、
小

学
生
か
ら
中
学

生
の
５
分
館
６

検
を
行
い
料
金
改
定
の
検
討
を
行
う
こ
と
の
３
つ
を
答
申

の
附
帯
意
見
と
し
ま
し
た
。

　
牛
越
市

長
は
「
答

申
の
と
お

り
水
洗
化

と
接
続
率

を
向
上
さ

せ
、
一
層

の
経
営
の

効
率
化
と

安
定
を
図

り
た
い
」

と
話
し
ま

し
た
。

チ
ー
ム
と
南
小
学
校
教
員
チ
ー
ム
な
ど
の
オ
ー
プ
ン
参
加

３
チ
ー
ム
、
約
80
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
コ
ー
ス
は
、
一
本

木
神
社
を
ス
タ
ー
ト
し
、
常
盤
地
区
内
を
周
回
し
た
後
に
、

常
盤
公
民
館
に
ゴ
ー
ル
す
る
９
区
19
・
４
㎞
で
す
。

　
沿
道
に
は
多
く
の
地
域
住
民
が
応
援
に
詰
め
掛
け
、

チ
ー
ム
の
た
め
に
必
死
に
走
る
選
手
た
ち
に
声
援
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。
レ
ー
ス
は
、
序
盤
の
接
戦
か
ら
中
盤
以
降

徐
々
に
リ
ー
ド
を
広
げ
た
清
水
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
。
見
事

５
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
優
勝
チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
奥
原
陸
く
ん（
南
小
６
年
）

は
「
チ
ー
ム
内
に
す
ご
く
速
い
選
手
は
い
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
み
ん
な
が
練
習
の
成
果
を
出
せ
て
優
勝
で
き
た
」
と

チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
喜
び
合
っ
て
い
ま
し
た
。

「
大
町
北
高
は
私
た
ち
の
誇
り
」

大
町
北
高
閉
校
記
念
式
典

下
水
道
と
農
業
集
落
排
水
施
設
の

使
用
料
据
え
置
き
を
答
申

地
域
の
絆
で
襷（
た
す
き
）を
つ
な
ぐ
常
盤
少
年
駅
伝
競
走
大
会
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ときめきマイ・シティー

　
市
は
、
11
月
10
日
か
ら
１
歳
６
カ
月
児
健
診
を

受
け
る
子
ど
も
に
積
み
木
を
贈
る
木
の
ぬ
く
も
り

プ
レ
ゼ
ン
ト
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
木
の
加
工
品
な
ど
で
楽
し
み
な

が
ら
木
や
森
林
の
こ
と
を
学
ぶ
木
育
の
一
環
で
、

暮
ら
し
に
木
を
取
り
入
れ
る
な
ど
し
て
森
林
の
環

境
保
全
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
に
生
ま

れ
、
１
歳
６
カ
月
児
健
診
を
受
け
に
中
央
保
健
セ

ン
タ
ー
を
訪
れ
た
親
子
11
組
に
積
み
木
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　
子
ど
も
が
お
お
ま
ぴ
ょ
ん
の
絵
柄
が
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
た
木
箱
に
入
っ
た
９
ピ
ー
ス
の
積
み
木
を
受

け
取
っ
た
奥
原
麻
美
さ
ん
は
「
積
み
木
は
年
齢
的

に
ち
ょ
う
ど
い
い
。
木
の
お
も
ち
ゃ
は
安
心
し
て

遊
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
神
城
断
層
地
震
か
ら
お
よ
そ
１
年
と
な
る
11
月
15
日
、
八
坂

支
所
で
住
民
参
加
型
の
消
防
訓
練
を
行
い
、
地
域
住
民
や
消
防

署
、
消
防
団
な
ど
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
神
城
断
層
地
震
で
は
、
多
く
の
家
屋
が
倒
壊
し
ま
し
た
が
、

住
民
に
よ
る
迅
速
な
救
助
・
救
出
活
動
に
よ
り
死
者
が
出
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
訓
練
は
、
被
害
が
甚
大
で
道
路
の
寸
断
や
障
害
物
に
阻
ま

れ
、
消
防
署
員
や
消
防
団
員
の
到
着
が
難
し
い
と
想
定
。
消
火

器
を
使
っ
た
消
火
訓
練
や
応
急
手
当
て
を
す
る
救
護
訓
練
、
心

肺
蘇
生
を
す
る
救
命
訓
練
な
ど
を
消
防
署
員
や
消
防
団
員
の
指

導
の
下
、
昨
年
の
地
震
を
教
訓
に
、
住
民
自
ら
が
体
験
し
ま
し

た
。
救
出
訓
練
で
は
、
身
近
に
あ
る
自
動
車
用
の
ジ
ャ
ッ
キ
や

バ
ー
ル
で
が
れ
き
を

持
ち
上
げ
、
下
敷
き

に
な
っ
た
人
形
を
救

出
す
る
実
践
的
な
訓

練
を
し
ま
し
た
。

　
地
震
の
被
害
の
大

き
か
っ
た
美
麻
地
区

の
北
原
登
第
６
分
団

長
は
「
住
民
が
訓
練

に
参
加
し
て
く
れ
る

こ
と
が
大
切
。
訓
練

し
た
こ
と
を
覚
え
て

い
た
だ
き
減
災
に
努

め
て
ほ
し
い
」
と
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

　
県
と
山
岳
博
物

館
は
ラ
イ
チ
ョ
ウ

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
の

養
成
講
習
会
と
発

足
式
を
11
月
15
日
、

山
岳
博
物
館
で
開

催
し
ま
し
た
。

　
ラ
イ
チ
ョ
ウ
は

県
の
レ
ッ
ド
リ
ス

ト
動
物
編
の
絶

滅
の
恐
れ
が
２
番

目
に
高
い
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
掲
げ
ら
れ
、
本
年
度
、
保
護
普
及
啓
発
な
ど
を
行
う
ラ
イ

チ
ョ
ウ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
県
内
外
か
ら
応
募
し
た
60
人
が
、
信
州
大
学
の
中
村

浩
志
名
誉
教
授
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
現
状
と
保
護
の
取
り
組
み
の
講

義
な
ど
を
受
け
、
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
登
録
証
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
仙
波
美
代
子
さ
ん（
桜
田
町
）は「
登
山
で
ラ
イ
チ
ョ
ウ
に
出
会
っ

て
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
。
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
応
募
し
た
。

山
で
の
観
察
や
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
確
認
し
た
日
時
や
場
所
を
報
告
す
る
モ

ニ
タ
ー
活
動
や
生
息
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
保
護
事
業
、
保
護

普
及
啓
発
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

幼
い
時
か
ら
木
育
を

木
の
ぬ
く
も
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
事
業

神
城
断
層
地
震
か
ら
１
年

教
訓
生
か
し
た
住
民
参
加
の
消
防
訓
練

希
少
な
自
然
と
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
次
世
代
へ

ラ
イ
チ
ョ
ウ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
発
足
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子
育
て
支
援
課

子
育
て
支
援
課
の
共
通
事
項

■
申
し
込
み
　
12
月
７
日（
月
）～

25
日（
金
）ま
で
に
、
子
育
て
支
援

課
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
子
育
て
支
援
課
に
直

接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
採
用
　
平
成
28
年
４
月

■
手
当
・
保
険
　
通
勤
距
離
に
よ

り
通
勤
手
当
を
支
給（
２
㎞
以
上
）。

雇
用
保
険
、
社
会
保
険
制
度
が
あ

り
ま
す
。

※
一
部
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
は

各
項
目
の「
■
そ
の
他
」に
記
載
し

て
い
ま
す
。

■
採
用
試
験
　
平
成
28
年
１
月
17

日（
日
）午
前
９
時
か
ら
、
市
役
所

東
庁
舎
２
階
東
会
議
室
で
、
面
接

を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
提
出
先

子
育
て
支
援
課
（
市
役
所
本
庁
舎

３
階
）

℡
市
内
線
６
８
１
・
６
８
２

月
額
保
育
士

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
市
内
保
育
園

■
応
募
資
格

▽
過
去
３
年
以
内
に
、
市
内
保
育

園
に
月
額
保
育
士
と
し
て
勤
務
し

て
い
た
人
（
た
だ
し
、
そ
の
勤
務

期
間
が
３
カ
月
未
満
の
場
合
は
除

く
）

▽
平
成
27
年
度
に
市
内
保
育
園
で
、

日
額
保
育
士
と
し
て
６
カ
月
以
上

勤
務
し
て
い
た
人

■
業
務
内
容
　
ク
ラ
ス
担
任
（
３

歳
未
満
児
ク
ラ
ス
は
複
数
担
任
の

場
合
あ
り
）

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

※
保
育
園
に
よ
り
変
則
勤
務
、
時

間
外
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制
。
保
育
園
に
よ
り

土
・
日
曜
日
の
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金
　
月
額
18
万
５
０
０
０
円

日
額
保
育
士

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
市
内
保
育
園

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
保
育
士
資
格
が

あ
る
人
（
平
成
28
年
４
月
１
日
ま

で
に
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

■
業
務
内
容
　
ク
ラ
ス
担
任
補
助
、

子
育
て
支
援
事
業
担
当
、
障
が
い

児
加
配
、
特
別
保
育
担
当
な
ど

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

※
保
育
園
に
よ
り
変
則
勤
務
、
時

間
外
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制
。
保
育
園
に
よ
り

土
・
日
曜
日
の
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金
　
日
額
７
２
０
０
円

時
給
保
育
士

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
市
内
保
育
園

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
保
育
士
資
格
が

あ
る
人
（
平
成
28
年
４
月
１
日
ま

で
に
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

■
業
務
内
容
　
ク
ラ
ス
担
任
補
助
、

子
育
て
支
援
事
業
担
当
、
障
が
い

児
加
配
、
特
別
保
育
担
当
な
ど

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
の
う
ち
７
時
間
以
内

※
保
育
園
に
よ
り
変
則
勤
務
、
時

間
外
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制
。
保
育
園
に
よ
り

土
・
日
曜
日
の
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金
　
時
給
８
３
０
円

長
時
間
保
育
担
当

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
市
内
保
育
園

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
の
人

■
業
務
内
容
　
長
時
間
保
育
の
時

間
内
で
の
保
育

■
勤
務
時
間
　
午
前
７
時
30
分
～

８
時
30
分
、
午
後
４
時
30
分
～
７

時※
保
育
園
に
よ
り
変
則
勤
務
、
時

間
外
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
～
25

日
程
度

※
週
休
２
日
制
。
保
育
園
に
よ
り

土
・
日
曜
日
の
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金
　
時
給
１
０
４
０
円

■
そ
の
他
　
通
勤
手
当
や
雇
用
保

険
、
社
会
保
険
の
加
入
は
あ
り
ま

せ
ん
。

平成28年度

大町市臨時職員募集
………………………………………………………………

市と市教育委員会では、次の職種で臨時職員を募集します。

申
込
期
限
が

12
月
25
日(

金)

ま
で
の
も
の
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大町市臨時職員募集

月
額
給
食
調
理
員

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
市
内
保
育
園

■
応
募
資
格

▽
過
去
３
年
以
内
に
、
市
内
保
育

園
に
月
額
給
食
調
理
員
と
し
て
勤

務
し
て
い
た
人
（
た
だ
し
、
そ
の

勤
務
期
間
が
３
カ
月
未
満
の
場
合

は
除
く
）

▽
平
成
27
年
度
に
市
内
保
育
園
で
、

日
額
給
食
調
理
員
と
し
て
６
カ
月

以
上
勤
務
し
て
い
た
人

■
業
務
内
容
　
給
食
調
理
、
衛
生

管
理
業
務
な
ど

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

※
保
育
園
に
よ
り
変
則
勤
務
、
時

間
外
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制
。
保
育
園
に
よ
り

土
・
日
曜
日
の
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金
　
月
額
14
万
９
０
０
０
円

日
額
給
食
調
理
員

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
市
内
保
育
園

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
の
人

■
業
務
内
容
　
給
食
調
理
、
衛
生

管
理
業
務
な
ど

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

※
保
育
園
に
よ
り
変
則
勤
務
、
時

間
外
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制
。
保
育
園
に
よ
り

土
・
日
曜
日
の
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金
　
日
額
６
２
０
０
円

時
給
給
食
調
理
員

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
市
内
保
育
園

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
の
人

■
業
務
内
容
　
給
食
調
理
補
助
、

衛
生
管
理
業
務
補
助
な
ど

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
の
う
ち
４
時
間
以
内

※
保
育
園
に
よ
り
変
則
勤
務
、
時

間
外
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制
。
保
育
園
に
よ
り

土
・
日
曜
日
の
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金
　
時
給
７
７
０
円

■
そ
の
他
　
社
会
保
険
の
加
入
は

あ
り
ま
せ
ん
。

月
額
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
市
内
児
童
ク
ラ
ブ

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
保
育
士
、
教
員

資
格
（
平
成
28
年
４
月
１
日
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）
な

ど
が
あ
り
、
心
身
と
も
に
健
康
で

児
童
の
健
全
育
成
へ
の
熱
意
と
指

導
で
き
る
体
力
が
あ
る
人

※
所
有
資
格
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
業
務
内
容
　
登
録
児
童
の
指
導

な
ど

■
勤
務
時
間

▽
平
日
　
午
後
１
時
～
６
時

▽
土
曜
日
・
夏
休
み
な
ど
　
午
前

８
時
～
午
後
６
時

※
週
33
時
間
以
内
。
月
～
土
曜
日

勤
務

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
25
日
程
度

■
賃
金
　
月
額
13
万
３
３
０
０
円

時
給
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
市
内
児
童
ク
ラ
ブ

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
保
育
士
、
教
員

資
格
（
平
成
28
年
４
月
１
日
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）
な

ど
が
あ
り
、
心
身
と
も
に
健
康
で

児
童
の
健
全
育
成
へ
の
熱
意
と
指

導
で
き
る
体
力
が
あ
る
人

※
所
有
資
格
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
業
務
内
容
　
登
録
児
童
の
指
導

な
ど

■
勤
務
時
間

▽
平
日
　
午
後
１
時
～
６
時

▽
土
曜
日
・
夏
休
み
な
ど
　
午
前

８
時
～
午
後
６
時

※
週
24
時
間
以
内
。
月
～
土
曜
日

の
う
ち
１
日
４
時
間
以
内

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
25
日
程
度

■
賃
金
　
時
給
８
３
０
円

■
そ
の
他
　
社
会
保
険
の
加
入
は

あ
り
ま
せ
ん
。

時
給
児
童
ク
ラ
ブ
補
助
員

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
市
内
児
童
ク
ラ
ブ

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
心
身
と
も
に
健

康
で
児
童
の
健
全
育
成
へ
の
熱
意

と
指
導
で
き
る
体
力
が
あ
る
人

■
業
務
内
容
　
登
録
児
童
の
指
導

な
ど

■
勤
務
時
間

▽
平
日
　
午
後
１
時
～
６
時

▽
土
曜
日
・
夏
休
み
な
ど
　
午
前

８
時
～
午
後
６
時

※
週
24
時
間
以
内
。
月
～
土
曜
日

の
う
ち
１
日
４
時
間
以
内

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
25
日
程
度

■
賃
金
　
時
給
７
７
０
円

■
そ
の
他
　
社
会
保
険
の
加
入
は

あ
り
ま
せ
ん
。
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共
通
事
項

■
申
し
込
み
　
12
月
14
日(

月)

～

平
成
28
年
１
月
12
日(

火)

ま
で
に
、

市
役
所
本
庁
舎
の
各
担
当
窓
口
、

八
坂
・
美
麻
支
所
、
社
会
就
労
セ

ン
タ
ー
、
美
麻
福
祉
企
業
セ
ン

タ
ー
、
山
岳
博
物
館
に
あ
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
各

担
当
窓
口
に
直
接
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
採
用
　
平
成
28
年
４
月

■
手
当
・
保
険
　
通
勤
距
離
に
よ

り
通
勤
手
当
を
支
給
（
２
㎞
以

上
）。
雇
用
保
険
、
社
会
保
険
制

度
が
あ
り
ま
す
。

市
役
所
一
般
事
務

一
般
事
務

■
募
集
人
数
　
約
20
人

■
勤
務
地
　
市
役
所
ま
た
は
市
の

施
設

■
応
募
資
格
　
高
校
卒
業
程
度
の

学
力
が
あ
る
人

※
障
が
い
が
あ
る
人
も
な
い
人
も

募
集
し
ま
す
。

■
業
務
内
容
　
事
務
補
助

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

※
一
部
施
設
で
は
変
則
勤
務
が
あ

り
ま
す
。

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制
。施
設
に
よ
り
土
・

日
曜
日
の
勤
務
が
あ
り
ま
す
。
短

期
間
雇
用
も
あ
り
ま
す
。

■
賃
金
　
日
額
６
０
０
０
円

■
採
用
試
験
　
平
成
28
年
１
月
30

日（
土
）午
前
９
時
か
ら
、
市
役
所

東
庁
舎
２
階
東
会
議
室
で
、
教
養

試
験
と
面
接
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
提
出
先

庶
務
課
職
員
係
（
市
役
所
本
庁
舎

２
階
）

℡
市
内
線
５
１
３
・
５
１
４

生
活
環
境
課

資
源
物
受
け
入
れ
業
務
職
員

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
環
境
プ
ラ
ン
ト

■
応
募
資
格

▽
通
勤
可
能
な
地
域
に
お
住
ま
い

で
、
普
通
自
動
車
免
許
が
あ
る
人

▽
土
曜
日
・
第
４
日
曜
日
に
勤
務

が
可
能
な
人

■
業
務
内
容

▽
受
け
付
け
兼
資
源
物
受
け
入
れ
業

務（
パ
ソ
コ
ン
入
力
が
で
き
る
場
合
）

▽
資
源
物
受
け
入
れ

■
勤
務
時
間

▽
月
～
金
曜
日
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

▽
土
・
日
曜
日
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
０
時
30
分

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

※
シ
フ
ト
制
。
土
・
日
曜
日
の
勤

務
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金
　
日
額
６
８
０
０
円

■
採
用
試
験
　
平
成
28
年
１
月
23

日
（
土
）
午
前
９
時
か
ら
、市
役
所

東
庁
舎
２
階
東
小
会
議
室
で
、面

接
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
提
出
先

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

℡
市
内
線
４
６
１
・
４
６
２

福
祉
課

作
業
指
導
員
お
よ
び
福
祉

サ
ー
ビ
ス
管
理
者(

就
労)

■
募
集
人
数
　
11
人

■
勤
務
地
　
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
美
麻
福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー

■
応
募
資
格

▽
通
勤
可
能
な
地
域
に
お
住
ま
い

で
、
普
通
自
動
車
免
許
の
あ
る
人

▽
福
祉
サ
ー
ビ
ス
管
理
者
は
サ
ー

ビ
ス
管
理
責
任
者
資
格
が
あ
る
人

（
平
成
28
年
４
月
１
日
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

■
業
務
内
容
　
作
業
指
導
・
サ
ー

ビ
ス
管
理

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制

■
賃
金
　
月
額
17
万
円

■
採
用
試
験
　
平
成
28
年
１
月
23

日（
土
）午
前
８
時
30
分
か
ら
、
総

合
情
報
セ
ン
タ
ー
２
階
テ
レ
ビ
会

議
室
で
、
面
接
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
提
出
先

▽
福
祉
課
福
祉
係

℡
市
内
線
４
１
２

▽
美
麻
福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー

℡
２
９
・
２
０
４
９

申
込
期
限
が
平
成
28
年

1
月
12
日(

火)

ま
で
の
も
の

【広告】
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日
額
学
校
給
食
調
理
員

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
市
内
小
中
学
校

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
の
人

■
業
務
内
容
　
学
校
給
食
の
調
理

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
15
分
～

午
後
４
時

※
学
校
に
よ
り
多
少
の
変
更
が
あ

り
ま
す
。

■
賃
金
　
日
額
５
４
５
０
円

※
美
麻
小
中
学
校
は
、
午
前
８
時

15
分
～
午
後
４
時
45
分
勤
務
で
日

額
６
２
０
０
円
、
午
前
８
時
40
分
～

午
後
１
時
勤
務
で
日
額
３
１
１
４

円代
替
学
校
給
食
調
理
員

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
市
内
小
中
学
校

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
の
人

■
業
務
内
容
　
学
校
給
食
の
調
理

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
15
分
～

午
後
４
時

※
学
校
に
よ
り
多
少
の
変
更
が
あ

り
ま
す
。

■
勤
務
日
数
　
学
校
が
必
要
と
す

る
日
数

■
賃
金
　
日
額
５
４
５
０
円

学
校
校
務
員

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
市
内
小
中
学
校

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
普
通
自
動
車
運

転
免
許
が
あ
る
人

■
業
務
内
容
　
学
校
施
設
管
理
な

ど
の
用
務

■
勤
務
時
間
　
午
前
７
時
30
分
～

午
後
４
時
30
分

※
学
校
に
よ
り
多
少
の
変
更
が
あ

り
ま
す
。

■
賃
金
　
日
額
７
９
５
０
円

文
化
会
館
・
大
町
公
民
館
・

勤
労
者
福
祉
施
設
管
理
員

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
文
化
会
館
・
大
町
公

民
館
・
勤
労
者
福
祉
施
設

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
の
人

■
業
務
内
容
　
防
火
・
防
犯
・
清

掃
な
ど
の
施
設
管
理

■
勤
務
時
間
　
日
曜
日
お
よ
び
火
～

土
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
10

時
の
う
ち
の
７
時
間
45
分
以
内

※
施
設
の
休
館
日
（
月
曜
日
お
よ

び
祝
日
の
翌
日
）
は
勤
務
を
要
し

ま
せ
ん
。

■
賃
金
　
日
額
６
０
０
０
円

文
化
会
館
・
大
町
公
民
館
・

勤
労
者
福
祉
施
設
技
術
員

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
文
化
会
館
・
大
町
公

民
館
・
勤
労
者
福
祉
施
設

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
危
険
物
取
扱
者

免
状
乙
種
第
４
類
お
よ
び
電
気
工

事
士
資
格
が
あ
る
人

■
業
務
内
容
　
文
化
会
館
な
ど
の

施
設
の
電
気
・
機
械
設
備
保
守
管

理
ほ
か

■
勤
務
時
間
　
日
曜
日
お
よ
び
火
～

土
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

10
時
の
う
ち
の
７
時
間
45
分
以
内

※
施
設
の
休
館
日
（
月
曜
日
お
よ

び
祝
日
の
翌
日
）
は
勤
務
を
要
し

ま
せ
ん
。

■
賃
金
　
月
額
19
万
５
０
０
円

常
盤
公
民
館
管
理
員

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
常
盤
公
民
館

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
の
人

■
業
務
内
容
　
夜
間
の
施
設
使
用

受
け
付
け
、
防
火
・
防
犯
・
清
掃

な
ど
の
施
設
管
理

■
勤
務
時
間
　
午
後
４
時
～
午
後

９
時
30
分

教
育
委
員
会

教
育
委
員
会
の
共
通
事
項

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制
。施
設
に
よ
り
土
・

日
曜
日
の
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
採
用
試
験
　
１
月
30
日（
土
）午

前
９
時
か
ら
、
大
町
公
民
館
・
文

化
会
館
で
作
文
と
面
接
を
行
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
提
出
先

学
校
教
育
課
庶
務
係
（
市
役
所
本

庁
舎
３
階
）

℡
市
内
線
６
１
１

※「
山
岳
博
物
館
飼
育
員
」は
別
途

記
載
が
あ
り
ま
す
。

 

■
賃
金
　
日
額
６
０
０
０
円

社
公
民
館
管
理
員

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
社
公
民
館

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
の
人

■
業
務
内
容
　
夜
間
お
よ
び
土
・

日
曜
日
、
祝
日
の
施
設
使
用
受
け

付
け
、
防
火
・
防
犯
・
清
掃
な
ど

の
施
設
管
理

■
勤
務
時
間
　
月
〜
金
曜
日
ま
で

の
う
ち
３
日
間
以
内
の
、
午
後
４

時
～
９
時
30
分
、
お
よ
び
土
・
日

曜
日
、祝
日
の
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

■
賃
金
　
日
額
６
０
０
０
円

文
書
配
布
員

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
平
公
民
館

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
の
人
で
、
普
通
自
動

車
免
許
の
あ
る
人

■
業
務
内
容
　
文
書
の
配
布
、
公

民
館
事
業
の
補
助

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

■
賃
金
　
日
額
１
万
５
０
０
円
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女
性
未
来
館
ピ
ュ
ア
保
育
士

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
女
性
未
来
館
ピ
ュ
ア

■
応
募
資
格
　
勤
務
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
保
育
士
資
格
の

あ
る
人

■
業
務
内
容
　
託
児
サ
ー
ビ
ス

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
（
事
業
内
容
に
よ

り
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
勤
務

が
あ
り
ま
す
）

■
賃
金
　
日
額
７
２
０
０
円

読
書
活
動
推
進
員

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
大
町
図
書
館

■
応
募
資
格
　
勤
務
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
公
立
図
書
館
勤

務
経
験
が
あ
る
人

■
業
務
内
容
　
図
書
館
一
般
事
務

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
７
時
15
分
の
う
ち
７
時
間
45

分■
賃
金
　
日
額
６
０
０
０
円

体
育
施
設
管
理
員（
芝
生
管
理
）

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
運
動
公
園
総
合
体
育

館

■
応
募
資
格
　
大
型
特
殊
自
動
車

運
転
免
許
が
あ
り
、
屋
外
で
働
け

る
体
力
の
あ
る
人

■
業
務
内
容
　
芝
生
施
設
管
理
全

般
お
よ
び
市
内
体
育
施
設
管
理

（
芝
刈
り
、
薬
剤
散
布
、
施
設
補

修
な
ど
）

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

※
事
業
内
容
に
よ
り
土
・
日
曜
日
、

祝
日
の
な
ど
の
変
則
勤
務
、
時
間

外
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
採
用
期
間
　
平
成
28
年
４
月
～

11
月

■
賃
金
　
日
額
９
８
０
０
円

山
岳
博
物
館
動
物
飼
育
員

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
山
岳
博
物
館

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
普
通
自
動
車
運

転
免
許
、動
物
へ
の
関
心
が
あ
る
人

■
業
務
内
容
　
付
属
園
内
施
設
管

理
（
簡
易
な
修
繕
、
草
刈
り
、
除

雪
な
ど
）、
動
植
物
管
理
（
給
餌
、

治
療
、散
水
な
ど
）、衛
生
管
理(

清

掃
、
消
毒
な
ど
）

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

※
変
則
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
、

時
間
外
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制

■
賃
金
　
月
額
18
万
５
０
０
０
円

■
申
し
込
み
　
作
文
「
今
ま
で
接

し
た
動
物
と
そ
の
思
い
、
飼
育
動

物
に
対
し
て
の
考
え
」
を
原
稿
用

紙
に
８
０
０
字
以
内
で
ま
と
め
、

申
込
書
と
と
も
に
山
岳
博
物
館
へ
。

■
採
用
試
験

▽
１
次
審
査
　
書
類
選
考

▽
２
次
審
査
　
平
成
28
年
２
月
７

日（
日
）午
後
１
時
30
分
か
ら
、
市

役
所
東
庁
舎
２
階
東
中
会
議
室
で
、

面
接
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
提
出
先

山
岳
博
物
館

℡
・
有
線
２
２

・

０
２
１
１
　

美
麻
支
所

文
書
配
布
員

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
美
麻
支
所

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
普
通
自
動
車
運

転
免
許
が
あ
る
人

■
業
務
内
容
　
文
書
の
配
布
、
清

掃
な
ど
の
施
設
管
理
な
ど

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制

■
賃
金
　
日
額
１
万
５
０
０
円

■
採
用
試
験
　
平
成
28
年
１
月
30

日（
土
）午
前
10
時
か
ら
、
美
麻
支

所
で
面
接
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
提
出
先

美
麻
支
所
総
務
係

℡
２
９
・
２
３
１
１

大町総合病院　臨時職員募集
【医療事務】

■応募資格　医療事務の資格または経験がある人
■業務内容　受け付け、診療報酬請求などの医療事務
■勤務時間
　 ▽月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分
　 ▽土曜日　　　午前８時30分～午後０時30分
■勤務日数　１カ月20日程度　※週休２日制。隔週

土曜日勤務や変則勤務があります。

【看護助手】

■応募資格　介護業務の資格・経験または関心がある人
■業務内容　医師・看護師の補助業務、患者の介助等
■勤務時間　午前８時30分～午後５時15分
■勤務日数　１カ月20日程度　※週休２日制。ロー

テーション勤務や変則勤務があります。

【共通事項】

■募集人数　若干名　■賃金　日額6,700円
■申し込み　12月25日（金）までに、申込書に必要事項を

記入の上、直接、大町総合病院庶務課人事係へ。
■採用　随時
■採用試験　１月上旬に大町総合病院会議室で、面接

試験を行います。後日、応募者に通知します。
■その他　詳しくはホームページをご覧ください。
■問い合わせ
　大町総合病院庶務課人事係
　℡２２－０４１５（内線２２１７）
　ホームページhttp://www.omachi-hospital.jp/
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国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

お
で
か
け
通
信
�

　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園（
大
町
・
松
川
地
区
）で
は
、
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
「
光
の
森
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
～
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
　
ａ

ｎ
ｄ
　
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
～
」
を
開
催
中
で
す
。
体
験
型
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
と
、
音
楽
と
光
の
シ
ョ
ー
が
大
好
評
。
週
末
に
は
、
寒
い

夜
を
暖
か
く
楽
し
む
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　
12
月
も
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
輝
く
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
に
、

ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　（
大
町
・
松
川
地
区
）　
℡
２
１
・
１
２
１
２

素
敵
な
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
お
楽

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

コ
ン
サ
ー
ト

　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
と
も
に

▽
12
月
23
日（
水
）

汐
入
規
予（
ジ
ャ
ズ
・
シ
ャ
ン
ソ
ン
）

　
音
楽
の
ジ
ャ
ン
ル
に
と
ら
わ
れ

ず
、
弾
き
語
り
や
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
演
奏
も
交
え
、
曲
の
持
つ
色
彩

感
と
歌
詞
を
大
切
に
独
自
の
世
界

観
で
自
然
体
に
、
か
つ
妖
艶
に
美

し
く
歌
い
上
げ
る
の
が
汐
入
の
ス

タ
イ
ル
。
昨
年
４
月
か
ら
Ｆ
Ｍ
長

野「
汐
入
規
予
　
Ｉ�
ｍ
　
ｗ
ｉ
ｔ

ｈ
　
ｙ
ｏ
ｕ.

」（
土
曜
日
　
午
後
６

時
～
６
時
30
分
）を
放
送
中
。

■
時
間
　
午
後
４
時
～
４
時
30
分
、

午
後
６
時
～
６
時
30
分

■
場
所
　
休
憩
棟
レ
ス
ト
ラ
ン

ナ
イ
ト
竹
巻
パ
ン

　
森
の
体
験
舎
の
大
炉
で
暖
を
と

り
な
が
ら
、
ミ
ニ
サ
イ
ズ
の
竹
巻

パ
ン
を
作
ろ
う
！

■
日
時
　
12
月
19
日（
土
）・
20
日

（
日
）・
23
日（
水
）　
午
後
４
時

■
場
所
　
森
の
体
験
舎

■
定
員
　
各
日
先
着
１
０
０
人

■
費
用
　
１
０
０
円

焼
き
マ
シ
ュ
マ
ロ

　
炭
火
で
あ
ぶ
る
と
お
い
し
い
焼

き
マ
シ
ュ
マ
ロ
の
出
来
上
が
り
！

■
日
時
　
12
月
24
日（
木
）～
27
日

（
日
）　
午
後
４
時

■
場
所
　
森
の
体
験
舎

■
定
員
　
各
日
先
着
１
０
０
人

■
協
力
　（
株
）エ
イ
ワ

お
し
る
こ
づ
く
り

　
寒
い
夜
は
お
し
る
こ
を
食
べ
て

温
ま
ろ
う
！
　
炭
火
で
焼
い
た
お

餅
に
、
お
湯
で
溶
い
た
あ
ん
こ
を

か
け
て
出
来
上
が
り
。
体
が
芯
か

ら
温
ま
り
ま
す
。

■
日
時
　
平
成
28
年
１
月
２
日

（
土
）・
３
日（
日
）　
午
後
４
時

■
定
員
　
各
日
先
着
１
０
０
人

■
場
所
　
森
の
体
験
舎

■
費
用
　
１
０
０
円

ナ
イ
ト
ク
ラ
フ
ト

ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
づ
く
り

　
ク
リ
ス
マ
ス
に
ピ
ッ
タ
リ
。
手

軽
な
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を

作
ろ
う
！

■
日
時
　
12
月
中
の
土
・
日
曜
日
、

祝
日
　
午
後
４
時
～
７
時
30
分

■
場
所
　
森
の
体
験
舎

■
費
用
　
１
０
０
円

【
共
通
事
項
】

料
金
の
掲
載
の
な
い
も
の
は
無
料

※
別
途
入
園
料
は
必
要
で
す
。

詳
細
は
、公
園
管
理
セ
ン
タ
ー（
大

町
・
松
川
地
区
）に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。
事
前
の

電
話
予
約
も
承
っ
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.azum

ino-koen.jp/ 

し
み
く
だ
さ
い
。

■
期
日
・
出
演

▽
12
月
19
日（
土
）

長
野
マ
ス
ク
ワ
イ
ア
（
ゴ
ス
ペ
ル

ク
ワ
イ
ア
）

　
主
に
教
会
で
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
っ
て
い
る
ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ア
。

生
の
歌
声
で
、
ゴ
ス
ペ
ル
を
お
届

け
し
ま
す
！

▽
12
月
20
日（
日
）

さ
よ（
ポ
ッ
プ
ス
）

　
安
曇
野
市
出
身
の
ピ
ア
ノ
弾
き

語
り「
う
た
う
た
い
」で
、
都
内
ラ

イ
ブ
ハ
ウ
ス
を
中
心
に
活
躍
中
。

色
や
風
景
、
繊
細
な
心
模
様
を
、

力
強
い
歌
声
に
乗
せ
て
お
届
け
す

る
、
か
っ
ぱ
と
食
べ
歩
き
が
好
き

な
１
６
９
㎝
。

長野マスクワイア

さよ汐入規予
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生涯学習
児童センター

体育協会

八坂公民館

ぱぱ ’ｓ　Ｒｏｏｍ企画
「子どもを救う救急法講習会」
　救急法を身に着けておくことで、いざという時に

大切な家族の命を救えます。初めての人や経験のあ

る人、子どもと一緒などどなたでも参加できます。

参加無料です。お気軽にお出掛けください。

■日時　12月13日（日）　午前10時～11時

■会場　児童センター

■対象　市内にお住まいの20歳以上の人

■定員　先着15人

■講師　北アルプス広域大町消防署員

■申し込み　12月11日（金）までに、電話または直

接、児童センターへ。

■問い合わせ

　児童センター　℡・有線２２－０７４１

ゲートボール教室
　ゲートボールは、状況に応じた的確な判断が必要

で常に頭を使うため、精神面での若さの維持向上が

できます。仲間との交流を楽しみながら、冬期間の

運動不足を解消しましょう。

■日時　平成28年１月14日（木）・18日（月）・20日（水）・

25日（月）・27日（水）、２月１日（月）・３日（水）・

８日（月）・10日（水）・15日（月）　全10回　

午前９時～11時30分

■会場　運動公園　屋内運動場

■対象・定員　市内にお住まいの人　先着30人

■費用　1,000円（保険料など）

■申し込み　平成28年１月12日（火）までに、費用

を添えて直接、体育協会へ。

■問い合わせ　体育協会　℡・有線２２－７６５８

パソコン教室
「文書作成の基礎から画像を使った文
書作成までの技術を習得しましょう」
　ワード・エクセルを使った文

書作成の基礎から、画像を取り

入れた文書や案内状、チラシな

どの作成技術を習得します。

■日時　平成28年１月26日（火）・

28日（木）、２月２日（火）・

４日（木）・９日（火）・12日（金）・16日（火）・

18日（木）・23日（火）・26日（金）

全10回　午後６時30分～８時30分

■会場　大町市八坂支所　２階　第１会議室

■対象　パソコンの基本操作（文字入力、マウス操作）

のできる人　※初心者の参加も可

■定員　先着20人

■費用　2,000円（テキスト代）

■持ち物　ノートパソコン、筆記用具

■申し込み　12月25日（金）までに、電話または直接、

八坂公民館へ。

■その他　パソコンのない人には貸し出します。申し

込み人数が６人に満たない場合は、教室を

行いません。

■問い合わせ

　八坂公民館　℡２６－２３８０

大晦日を手打ちそばで！
　人権・同和教育推進懇談会事業として、そば打ちの

体験と試食会を行います。年越しそばを自分で打って

みませんか。初めての人もお気軽にご参加ください。

■日時　12月18日（金）　午後１時30分～４時

■会場　常盤公民館　調理実習室

■定員　先着15人

■費用　1,000円（材料代）　※当日集金します。

■持ち物　エプロン、三角巾、そばを持ち帰る容器（大

きめのタッパーなど）

■申し込み　12月14日（月）正午までに、電話または

直接、生涯学習課人権教育担当へ。

■問い合わせ

　生涯学習課人権教育担当　℡ 市 内線６２３
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総合体育館

小学生スキー教室

　「まだ滑るのが

やっと」「怖くてリ

フトに乗られない」。

そんなスキーを始

めて間もない子ど

もや初めてスキー

を履く子どもを対

象に、「小学生スキー教室」を開催します。寒さを吹き

飛ばして、みんなで楽しく滑りましょう。

■期日　 ▽１回目　平成28年１月16日（土）

　　　　 ▽２回目　平成28年１月23日（土）

※２日間の参加が原則ですが、１日のみの参加

も可能です。この場合は、１回目のみの参加です。

■時間　午前９時30分～午後３時　 ▽受け付け　午前９時

■会場　爺ガ岳スキー場

■対象・定員　市内にお住まいの小学１～３年生でス

キー初心者　先着60人

■講師　大町市スポーツ推進委員

■費用　2,600円（保険料、リフト代ほか）

※１回目のみ参加の場合は、1,750円

■持ち物　スキー用具一式、帽子、ゴーグル、手袋２セッ

ト（濡れたときの交換用）、昼食、飲み物

■その他

▽スキー用具のレンタルを希望する場合は、事前に総合

体育館に申し込んでください。レンタル料は、１日1,000円。

▽昼食は各自用意してください。豚汁を用意します。

▽会場への送迎は、保護者が責任を持って行ってください。

■申し込み　平成28年１月８日（金）までに、費用を添

えて直接、総合体育館へ。

スキー＆スノーボード＆
クロスカントリースキー教室

（冬のママさんフリータイム広場）
　雪の街大町。寒い冬も雪の上で一緒に体を動かして

楽しみましょう。

　スキーやスノーボードの初心者や久しぶりで不安な

人、滑る仲間を探している人、子育て中でリフレッシ

ュしたい人などぜひご参加ください。

■期日・内容

▽平成28年１月18日（月）　スキー＆スノーボード

▽平成28年１月25日（月）　スキー＆スノーボード

▽平成28年２月１日（月）　スキー＆スノーボード

▽平成28年２月８日（月）　クロスカントリースキー

※１日のみなどの参加も可能です。

■時間　午前９時45分～11時45分

▽受け付け　午前９時30分

■会場　爺ガ岳スキー場、運動公園

■対象　市内にお住まいの18歳以上の人

■定員　 ▽スキー　先着30人

　 　 　 　 ▽スノーボード　先着15人

■費用　3,500円（保険料、リフト代ほか）

※１日のみの場合などは金額が違います。

詳しくは問い合わせください。

■持ち物　スキーまたはスノーボード用具一式

■申し込み　平成28年１月15日（金）までに、費用を

添えて直接、総合体育館へ。

■その他

▽スキー・スノーボード用具のレンタルを希望する場

合は、事前に総合体育館に申し込んでください。レン

タル料は１日1,500円。クロスカントリースキーはこ

ちらで用意します。

▽託児あります（先着15人、生後６カ月以上の未就園

児のみ）。事前にお申し込みください。

■問い合わせ　総合体育館　℡・有線２２－８８５５
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情報ステーション 生涯学習
文化財センター

大町地区男女共同参画の集い
「避難所運営ゲームＨ

ハ グ

ＵＧを体験」

　東日本大震災の避難所などで、女性や幼児など

災害弱者への配慮が不足していたという報告があ

ります。避難所運営を疑似体験することで、共に

支え、助け合う地域づくりや、防災・減災への取

り組みになります。子どもでも参加できます。申し

込み不要、参加無料です。お気軽にご参加ください。

■日時　12月13日（日）　午前10時～正午　▽受

け付け　午前９時30分

■会場　サン・アルプス大町　２階　大会議室

■対象　市内にお住まいの人

■講師　長野県危機管理防災課職員

■問い合わせ

　企画財政課男女共同参画・人権政策担当

　℡ 市 内線５２５

文化財講座　おおまちの歴史と自然
第６回 日誌からみる
　　　 日本の明治と大町の明治
　市内に残されている明治期の日誌には、その時代

の流れと身近に起きた出来事が丁寧に記されていま

す。残された記録の中から、江戸から明治への大き

な時代の変化、町内の出来事、習俗などを学びます。

参加無料です。

■日時　12月12日（土）　午後２時～４時

■講師　松井真菜美さん（文化財センター職員）

■申し込み　初めて受講する人は、事前に電話で文

化財センターへ。

■会場・問い合わせ

　文化財センター　℡・有線２３－４７６０

『天
て ん

正
しょう

寺
じ

木
も く

造
ぞ う

薬
や く

師
し

如
に ょ

来
ら い

立
りゅう

像
ぞ う

』
（市有形文化財）

　天正寺の宝蔵庫に納められている中から、木造薬

師如来立像について、もう一度詳しくご紹介します。

　ヒノキ製の寄
よせぎづくり

木造で、像高は261㎝、肌部分に

漆で金箔を貼り付け、頭部や着衣は黒漆を塗って

います。右手は施
せ

無
む

畏
い

の印で薬指を少し曲げ、薬

師如来の印相とし、左手も同様に持物として薬
やっ

壺
こ

を載せています。もとは弾誓寺に安置されていまし

たが、廃
は い

仏
ぶつ

毀
き

釈
しゃく

により明治４年（1871）に弾誓寺が

廃寺になるとともに天正寺へ移されました。

　この像は、平成６年の調査の際に、胎
たい

内
ない

より木

札が発見されました。その墨
ぼく

書
しょ

銘
めい

から作者が「生
しょう

誉
よ

蓮
れん

入
にゅう

比
び

丘
く

」であること、延宝５年（1677）５月

の造立であることが分かっています。また木札に

は「キリーク」と読む梵
ぼん

字
じ

が書かれ、造像当初は阿

弥陀如来として造立されたものと推測されます。

このことは、造立当初とは像容が違う事、常念仏

の中心道場として栄えた弾誓寺の信仰の歴史とそ

の様子をうかがい知ることができます。

　弾誓寺には木
もく

食
じき

山
さん

居
きょ

上
しょう

人
に ん

をはじめとする仏像

を造る僧侶、作
さくぶつひじり

仏聖がいました。この薬師如来像

を作った仏師の素性は明らかではありませんが、

作仏聖の一人による巨大で丁寧な仕上げは、信仰

心の強さが見てとれる貴重な文化財です。

　天正寺の宝蔵庫に納められており、通常はお寺

の人に声を掛けると拝見できますが、年越しの夜

は特別に公開しています。

■問い合わせ

　文化財センター　℡・有線２３－４７６０

『月刊　　　　　　　　　　 』 　�大町市の文化財



27 広報おおまち　2015.12

情報ステーション
nformationIhttp://www.city.omachi.nagano.jp/

市 ＝市役所 TEL・有線 22-0420 ／ FAX23-4304

募
集

市
営
住
宅
入
居
者

■
募
集
す
る
住
宅

大
原（
大
町
）＝
１
戸（
３
Ｄ
Ｋ
Ｙ
）

借
馬（
平
）＝
１
戸（
２
Ｋ
Ｂ
）

中
村（
美
麻
）＝
１
戸（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
Ｙ
）

本
村（
美
麻
）＝
１
戸（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
Ｙ
）

平
成
28
年
１
月
４
日（
月
）か
ら
入
居
で

き
ま
す
。

※
Ｌ
＝
居
間
、
Ｋ
＝
台
所
、
Ｄ
Ｋ
＝
台

所
兼
食
事
室
、
Ｂ
＝
浴
槽
な
し
浴
室
、

Ｙ
＝
浴
槽
付
き
浴
室

■
入
居
の
条
件
　
市
内
に
お
住
ま
い
か

勤
め
て
い
る
人
（
美
麻
地
区
の
住
宅
に

申
し
込
む
場
合
は
除
く
）
で
、
単
身
世

帯
ま
た
は
同
居
す
る
親
族
が
あ
り
、
所

得
が
一
定
額
以
内
な
ど
の
基
準
に
合
う

人
。

■
そ
の
他
　
犬
、
猫
な
ど
ペ
ッ
ト
の
飼

育
は
禁
止
で
す
。

■
申
し
込
み
　
12
月
15
日（
火
）ま
で
に
、

直
接
、
建
設
課
建
築
住
宅
係
へ
。
応
募

者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
上
、
決
定

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

建
設
課
建
築
住
宅
係

℡
市
内
線
６
９
４
・
６
９
５

お
知
ら
せ

平
成
28
年
度
長
野
県「
地
域
発

元
気
づ
く
り
支
援
金
」説
明
会

　
長
野
県
で
は
、
地
域
の
元
気
を
生
み

出
す
モ
デ
ル
的
で
発
展
性
の
あ
る
事
業

を
支
援
す
る
た
め
、「
地
域
発
　
元
気

づ
く
り
支
援
金
」
に
よ
り
、
地
域
づ
く

り
を
実
践
さ
れ
る
皆
さ
ん
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
28
年
度
の
募
集
に
つ
い
て
、

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
12
月
15
日（
火
）　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

■
会
場
　
サ
ン
・
ア
ル
プ
ス
大
町
　
２

階
　
大
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

▽
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

℡
市
内
線
８
３
０
・
８
３
１

▽
北
安
曇
地
方
事
務
所
地
域
政
策
課

℡
２
３
・
６
５
０
１

認
知
症
介
護
者
の
会

　
市
で
は
、
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て

い
る
皆
さ
ん
の
交
流
や
、
自
身
の
心

身
の
健
康
に
つ
い
て
学
ぶ
場
と
し
て

「
認
知
症
介
護
者
の
会
」を
開
催
し
ま
す
。

申
し
込
み
不
要
、
参
加
無
料
で
す
。
介

護
者
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
日
時
　
12
月
18
日（
金
）　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

■
会
場
　
市
役
所
東
庁
舎
　
２
階
　
東

中
会
議
室

■
内
容

▽
笑
い
ヨ
ガ

▽
座
談
会
　
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
て

み
ま
し
ょ
う

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
市
内
線
４
１
７

信
濃
お
お
ま
ち
達
人
検
定
休
止

　
信
濃
お
お
ま

ち
達
人
検
定
は
、

制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
て
５
年
が
経
過
し
、
問
題
の
選
定

や
テ
キ
ス
ト
の
内
容
、
大
町
市
史
か
ら

の
出
題
な
ど
多
く
の
課
題
や
意
見
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
訪
日
外
国
人
や
個
人
旅
行
者
の
増
加

に
伴
い
、
観
光
を
取
り
巻
く
状
況
も
大

き
く
変
化
し
、
検
定
の
あ
り
方
を
見
直

す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
検
定
の
実
施
を
見
送
り
、

今
後
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た

だ
け
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

「
第
６
回
信
濃
お
お
ま
ち
達
人
検
定
」は
、

28
年
度
に
行
う
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
の

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

地域の情報を発信中！

週刊情報番組 「きらり☆ステーション」
市内の運動会・音楽会・スポーツ大会・講演会などを放送「きらり☆おおまち特番」

大町市ケーブルテレビ大町市ケーブルテレビ
加入申し込みは　電話２１－３８０５まで
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分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
物
は
、

専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と
で
、
飲
み
間

違
い
に
よ
る
副
作
用
な
ど
の
心
配
が
な

く
な
り
ま
す
。
た
ま
っ
た
薬
が
あ
る
場

合
は
、
か
か
り
つ
け
薬
局
へ
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
薬
剤
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
専
用
の「
残
薬
バ
ッ
ク
」
も
用
意
し
て

い
ま
す
。必
要
な
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
大
北
薬
剤
師
会
事
務
局
（
れ
ん
げ
薬

局
）

℡
２
２
・
０
１
２
５

▽
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
市
内
線
４
１
８

飲
み
残
し
、
飲
み
忘
れ
の

お
薬
た
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
大
北
薬
剤
師
会
で
は
、「
飲
み
残
し
」

「
飲
み
忘
れ
」な
ど
で
自
宅
に
た
ま
っ
て
し

ま
っ
た
薬
の
整
理
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　
薬
は
医
師
の
処
方
に
基
づ
い
て
正
し

く
飲
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
何
の
薬
か

小
売
業
や
飲
食
店
な
ど
の
第
３

次
産
業
で
労
働
災
害
が
多
発
中

　
長
野
県
で
は
、
第
３
次
産
業
に
お
け

る
労
働
災
害
（
転
倒
災
害
、
墜
落
・
転

落
災
害
な
ど
）が
増
加
し
て
ま
す
。

　
労
働
災
害
の
防
止
に
は
、
事
業
者
や

そ
こ
で
働
く
一
人
一
人
の
労
働
者
の
安

全
意
識
の
向
上
が
大
切
で
す
。
日
頃
か

ら
安
全
意
識
を
高
め
、
安
心
し
て
働
け

る
職
場
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
詳

し
く
は
、
長
野
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

労
働
災
害
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

▽
４
Ｓ（
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・
清
潔
）

の
励
行

▽
あ
せ
ら
な
い
、
急
ぐ
と
き
ほ
ど
落
ち

着
い
て
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

長
野
県
労
働
局
健
康
安
全
課

℡
０
２
６
・
２
２
３
・
０
５
５
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://n
a
g
a
n
o
-ro

u
d
o
u
k
y
o
k
u
.

jsite.m
h
lw

.go
.jp

/

自主番組　午後8：45
　「役立ちワンポイント」を曜日ごとのテーマに
沿ってお送りしています。
＊「暮らしのガイド～ダイヤル１１９～」
…………………………………………… 14日（月）

▷内容　暖房によるやけどや窒息の応急手当の
ポイントについて、北アルプス広域大町消防署
の松本大樹さんからのお話です。

＊「健康ワンポイント～風邪の予防～」
…………………………………………… 24日（木）

▷内容　風邪の予防について中央保健センター
保健師の峯村可奈子さんからのお話です。

◆12月10日（木）の「お昼のおしらせ」は、スタジ
オに㈱藤長菓子舗の高橋民恵さんをお迎えして特
別放送をお送りします。

市議会12月定例会
生放送　午前10：00

＊一般質問…………………………… ２日〜４日
＊本会議……………………………………… 15日

再放送　午後1：00、午後8：00
＊一般質問…………………………… ６日〜14日

きらり特番
毎日放送　午前9:00、午後1:00、午後8:00

＊北小学校　音楽会………………… １日〜17日
＊美麻小中学校　梨の木祭………… １日〜18日
＊連合音楽会（市内９小中学校）…… ７日〜24日
＊大北吹奏楽フェスティバル……… 14日〜25日
＊大町市民吹奏楽団定期演奏会…… 21日〜27日
＊市民芸術祭①（市民芸能）…………… 21日〜27日
＊きらり☆ステーション2015ニュース総集編
　……………………………………… 28日〜31日
＊祭 in 大町・北安曇　2015− Again…… 30日〜
＊大黒町舞台100年に１度の大改修〜完全版〜
　…………………………………………… 30日〜

シャイニング・キッズ　毎日放送
午前11:00、午後4:00、午後6:00、午後10:00

＊どんぐり保育園　さつまいも会… １日〜13日
＊大町幼稚園　さつま汁会………… 14日〜27日

※放送予定を変更する場合があります。ご了承ください。
◆番組表はテレビの番組表（ＥＰＧ）やホームペー

ジでご覧ください。

■加入申し込み・問い合わせ
　情報交通課ケーブルテレビ係　℡２１－３８０５

● ケーブルテレビ12月の番組から ●

● 有線放送 12月の番組から ●
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室 編
集

不用品交換コーナー
●譲ります

▽機織り機（W約300㎝）　���������� 応談

●譲ってください
▷そば打ち道具　▷製氷機　▷ガスオーブンコンロ
▷食器棚

　交渉や受け渡しは、当事者双方の責任で行ってくださ
い。「広報おおまち」が届く前に交渉が成立することがあ
ります。ご了承ください。
　このコーナーでは、家庭で利用しなくなった生活用品
で、まだ十分利用できる不用品の再利用を目的に情報
提供しています。譲りたい物、譲ってほしい物があれば、
台帳に登録します。

■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡ 市 内線４６３

今
月
の
納
税
な
ど

市
県
民
税
…
…
…
…
…
…
…
…
第
４
期

国
民
健
康
保
険
税
…
…
…
…
…
12
月
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
…
12
月
分

保
育
料
…
…
…
…
…
…
…
…
…
12
月
分

市
営
住
宅
使
用
料

定
住
促
進
住
宅
使
用
料

雇
用
促
進
住
宅
・
駐
車
場
使
用
料

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
12
月
分

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
…
…
12
月
分

上
下
水
道
料
…
…
…
…
…
…
…
12
月
分

納
期
限
は
12
月
28
日（
月
）

＊＊＊人の動き＊＊＊
総人口 28,936（－ 26） 転入   53

男 14,024（－ 9） 転出   60

女 14,912（－ 17） 出生   9

世帯数 11,828（ 0） 死亡   28
※ 11 月 1 日現在、（　）内は前月比

　
表
紙
で
紹
介
し
た「
祭

ｉ
ｎ
大
町
・
北
安
曇
２
０

１
５
」は
、本
当
に
た
く
さ

ん
の
観
客
が
来
場
し
、
素

晴
ら
し
い
ス
テ
ー
ジ
で

し
た
。
そ
の
裏
側
を
支
え
た
の
が
ス
タ
ッ
フ
。

企
画
や
出
演
者
と
の
交
渉
、
舞
台
設
営
、

演
出
な
ど
全
て
を
自
分
た
ち
で
準
備
し
ま

し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
年
齢
層
は
広
く
、
前
回

ま
で
の
参
加
者
に
加
え
、
経
験
者
の
子
や

孫
が
世
代
交
代
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
準

備
は
難
航
し
、
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
な
ど
が
あ

る
中
で
連
日
夜
遅
く
ま
で
の
作
業
、
直
前
に

は
仕
事
を
休
ん
だ
人
も
い
た
と
か
…
。
そ
ん

な
大
変
な
状
態
で
も
、
ス
タ
ッ
フ
の
ム
ー
ド

が
と
て
も
よ
く
楽
し
く
で
き
た
そ
う
で
す
。

一
つ
の
も
の
を
作
り
上
げ
る
た
く
さ
ん
の
思

い
が
一
つ
に
な
る
。
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

図書館だより
－今月のおすすめ本－　10月24日到着図書より

この世にたやすい仕事はない［小説］
�������������� 津村記久子／著

１年で５つの異なる仕事を、まるで惑星を旅する
ように巡っていくお仕事ファンタジー小説です。

水鏡推理［小説］��������� 松岡圭祐／著
文科省ヒラ職員が不正研究〈捏

ねつ

造
ぞう

〉の謎を解く。面
白くてためになる、殺人の起きないミステリーです。

どうして私、片づけられないの？毎日が気持ち
いい！　「ADHDハッピーマニュアル」［精神医学］
��������������� 櫻井公子／著

気付くと散らかっている部屋。そのしんどい人
生、どうにかしましょう。思わず手に取ってしま
う本です。

大村智　２億人を病魔から守った化学者［化学
読み物］������������ 馬場錬成／著

2015年ノーベル生理学・医学賞受賞。２億人
を病魔から守った化学者の実録評伝です。

日本人なら知っておきたい! モノの数え方えほん
［国語・日本語］
���� 町田健／監修　ふわこういちろう／絵

ものの数え方には、驚きと不思議がいっぱい！
「天使と悪魔の数え方」は？

はやくはやくっていわないで［絵本］
�������� 益田ミリ／作　平澤一平／絵

この子の声、あの人の声、私の声、いろんな人
の気持ちを表現した絵本です。

－貸出ベスト３（10月）－
(一般)
No.1　父娘の絆　三世代警察医物語［小説］
�������������� 新津きよみ／著
No.2　うさこの信州お一人様カフェ 安曇野・大
町・白馬編［グルメ］����� うさこ628。／著
No.3　ニューヨークの看板ネコ［写真集］
���������������� 仁平綾／著

(子どもの本)
No.1　スクールバスにさまよう霊 (平成うわさ
の怪談11) ［日本の小説］
���� 木暮正夫、国松俊英／編　山本孝／絵
No.2　学校のざしきわらし(妖怪ばなし)［日本の小説］�
� 松谷みよ子、吉沢和夫、水谷章三、常光徹／編　さのてつじ／絵
No.3　世界のふしぎ大探検 (ドラえもん　ふしぎ探検
シリーズ)［事典・百科］����藤子・F・不二雄／著

－今月の推薦図書－

避難の科学 気象災害から命を守る
古川武彦／著　　東京堂出版
　異常気象が多いと感じる近年。
過去の検証や課題を明らかにし、
備えや避難に役立つ基礎的な知識
を総合的に提供してくれます。

－催し－

おはなしの森���������������
������ 毎月第１土曜日　午前10時30分
おいで　えほんのおへや����������
�������� 毎月第２火曜日　午前11時
おりがみ教室��� 毎月第３木曜日　午前11時

■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21－1616
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くらしの案内板12月
無料相談
社会保険・
年金・労働
（要予約）

12日（土）
9:30〜15:00

中心市街地
多目的ホール

商業労政係
☎市内線 542

結 婚
12日・26日

土曜日
13:00〜17:00

総合福祉
センター

農業委員会
☎市内線 641

結 婚
（要予約）

10日（木）
13:00〜15:00

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

法 律
（要予約）

８日（火）
13:00〜16:00

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎市内線 403

担当=西尾智美弁護士 （次回は1月12日　唐津佳秀弁護士）

行 政

16日（水）
9:00〜12:00

西第 1 会議室
（市役所西庁舎2階）

行政管理係
☎市内線 511

16日（水）
9:00〜12:00 八坂支所

16日（水）
9:00〜12:00 美麻支所

年 金 17日（木）
10:00〜15:00

総合福祉
センター

松本年金事務所
☎ 0263-32-5821

日本政策金融
公庫（要予約）

17日（木）
13:30〜16:30

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

女 性

10日（木）
10:00〜15:00 子育て・女性

相談室
（市役所西庁舎2階）

男女共同参画・
人権政策担当
☎市内線 52524日（木）

9:00〜12:00

育 児
11日（金）

9:30〜11:00
中央保健
センター

中央保健
センター

☎ 23-4400
女性のからだ
（要予約）

交通事故 24日（木）
10:00〜15:00 大北福祉会館

北安曇地方事務所
地域政策課
県民生活係

☎ 23-6502

心配ごと
（要予約）

7日・21日
月曜日

13:00〜16:00 総合福祉
センター

社会福祉協議会
☎ 22-1501

司法書士
（要予約）

7日・21日
月曜日

13:00〜15:00

生活・就労
（要予約）

平日
9:30〜17:00

総合福祉センター
２階

まいさぽ大町

生活就労支援センター
まいさぽ大町
☎ 22-7083

人 権 17日（木）
10:00〜16:00

長野地方法務局
大町支局

長野地方法務局
大町支局

☎ 22-0379

有料相談（要予約）
法 律 15日・22日 火曜日 13:00〜16:00 大北福祉会館

予約申し込み=県弁護士会松本在住会（☎0263-35-8501）
料金 =1時間以内10,000円（税別）

休日緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

■内科（市内）・外科（大北一円）　　　　    （9:00〜17:00）

  6日（日）
内 遠藤内科医院  （神栄町） ☎ 22-0031
外 ＪＡあづみ病院（池田町） ☎ 62-3166

13日（日）
内 菊地クリニック  （上一） ☎ 21-2580
外 狩谷整形外科医院（桜田町） ☎ 22-7788

20日（日）
内 小野医院　  （堀六日町） ☎ 22-0047
外 栗林医院　　  （上仲町） ☎ 22-0305

23日（水）
内 平林医院　　  （六九町） ☎ 22-2525
外 西森整形外科  （松川村） ☎ 61-1700

27日（日）
内 横澤内科医院  （下仲町） ☎ 22-0371
外 石曽根医院　  （八日町） ☎ 22-0142

30日（水）
内 野村クリニック（東若宮町） ☎ 85-0085
外 狩谷整形外科医院（桜田町） ☎ 22-7788

31日（木）
内 大町協立診療所（大新田町） ☎ 26-5200
外 ＪＡあづみ病院（池田町） ☎ 62-3166

歯科緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。（9:00〜12:00）

  6日（日） 西澤歯科医院　　　  （幸町） ☎ 22-5091
13日（日） 佐藤歯科医院　　  （相生町） ☎ 23-3211
20日（日） おだ歯科　　　　  （白馬村） ☎ 72-6482
23日（水） グリーン歯科クリニック（堀六日町） ☎ 23-6666
27日（日） あづみ野歯科　　  （松川村） ☎ 62-2332
29日（火） 大町総合病院口腔外科（高見町） ☎ 22-0415
30日（水） 大町総合病院口腔外科（高見町） ☎ 22-0415

31日（木） 大町総合病院口腔外科（高見町） ☎ 22-0415

休日緊急当番薬局
変更する場合があります。確認の上、来店してください。 （9:00〜17:30）

  6日（日）
カネリキ山口薬局  （大黒町） ☎ 22-0184
林薬局　　　　　  （仁科町） ☎ 22-0151

13日（日） 轟薬局　　　　　　  （上一） ☎ 21-1512
20日（日） 轟薬局　　　　　　  （上一） ☎ 21-1512
23日（水） カネリキ山口薬局  （大黒町） ☎ 22-0184
27日（日） タカミ薬局　　　  （下仲町） ☎ 22-0180
30日（水） はなのき林薬局  （東若宮町） ☎ 85-0595
31日（木） 林薬局　　　　　  （仁科町） ☎ 22-0151

北アルプス平日夜間小児科・内科急病センター
診察日時 月〜土曜日　19:00 〜 21:00

休 診 日 6日㈰・13日㈰・20日㈰・23日㈬・27日㈰・29日㈫・30日㈬・31日㈭

受付時間 18:30〜20:45 ☎ 26-6199

診察場所 大町市大町 1601-2（文化会館南隣）
「フレンド・プラザ大町」内


